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講
談
社
刊
行
、
陸
軍
雑
誌

『
若
桜
』

―
―
解
題
及
び
内
容
総
覧
（
総
目
次
）
―
―

五

島

慶

一

O
 
初
め
に
ー

創
刊
ま
で
の
経
緯

 

『
若
桜

』

は
昭

和
十

九

(
一
九

四
四
)

年

よ

り
同

二
十

(
一
九

四

五
)

年

に

か
け

て
の
短
期
間

、

大
日
本

雄
弁

会

講
談
社

(
以
下
、

講
談

社

と
略

称

)
よ

り
発
行

さ

れ
た
雑

誌

で
あ

る
。

そ

の
性

質

は
後

の
目
次

・
内
容

総

覧

よ

り

一
目
瞭

然

と
思

わ
れ

る

の
で
、

こ

こ
で
は
そ

の
成

立

に
至

る

ま
で

の
経
緯

を
確
認

し

て

お
く

こ
と
と
し

た

い
。

 
昭
和
十
九
年
、
引
き
続
く
出
版
業
界
整
理
i

雑
誌
統
廃
合
の
う
ね
り

の
中

で
、
講
談

社

は
自

社

の
発

行
し

て

い
た
雑

誌

『
コ
ド

モ
ヱ
バ
ナ

シ
』

『
幼
年

倶

楽

部
』

の
二
誌

を

三
月

号

で
打

ち
切

り

、
休

刊

と
す

る
。

だ

が
、
次

の
引
用

か
ら

明
ら

か

な
よ
う

に
、

こ
れ
ら
両

誌

の
枠

を

そ

の
ま
ま

襲

う

形

で
海
軍

省
後

援

の
雑
誌

『海

軍
』
、
陸

軍
省

後

援

の
同

じ
く

『
若

桜

』

が
同
年

五
月
号

よ

り
創
刊

さ

れ
る

わ
け

で
、
戦

時
統

制
下

の
雑
誌

の

発

行
部

数

・
総

頁
数

の
制

限

・
縮
小

や
紙

質

の
低
下

と

い

っ
た
絶

対
的

な

要

素

を
別

に
す
れ
ば

、
他

の
出

版
社

に
比

べ
て
講
談

社

の
被
害

は
極

め

て

小

さ

か

っ
た
。

あ

る

い
は
そ

う
し
た

縮
小

を
強

い
ら
れ

る
市
場

の
中

で
優

位

に
あ
り
続

け

る
こ

と
が
認

め
ら

れ
た

と

い
う
意
味

で
は
、
寧

ろ
相

対
的

に
は
大
き

な

〈
利

〉
を
得

て

い
た

(今

日
所

謂

「
勝

ち
組

」

の
位
置

に
あ

っ
た
)

と
も

言
え

る
だ

ろ
う

。

小

玉
邦
雄

(
元
本

社
取
締

役

)
談

 

 
軍
部

か
ら
話

が
あ

っ
て

「
幼
年

倶
楽

部
」

と

「
コ
ド

モ

ヱ
バ
ナ

 

シ
」

を
休
刊

し

「
若
桜

」

と

「
海
軍

」
が
創

刊

さ
れ

ま
し

た
。

 

 

こ
れ

は
幼
年

雑
誌

は
戦

争
協

力

に
な
ら

な

い
。

も
う

少

し
大

き

 

な
少
年

に
向

か

っ
て
、
飛

行
兵

と

か
戦

車

兵

に
仕
向

け
る

よ
う

に

 

し
た

い
と

い
う

こ
と
で

あ

っ
た
。

そ
れ

に
役
立

つ
よ

う
な

雑
誌

に

 

し
よ

う

と

い
う

わ
け

で
、

こ
の

こ
と
が
行

な
わ

れ
た

の

で
す
。

 

 
そ

れ

か
ら
陸

、
海

軍

が
競

っ
て
、
自

分

の
ほ
う

の
部

数

を
余
計

 
出

せ

と

い
う

の

で
す

が

、

こ
れ
は
前

の

「
コ
ド

モ

ヱ
バ
ナ

シ
」

や

 

「
幼

年

倶

楽

部
」

の
出

し

て

お

っ
た

部
数

、

そ
れ

が
基

準

な

の

 

で
、

そ

れ
以

上
は
出

せ

な

い

の
だ

が

「俺

の
ほ
う
を

も

っ
と
余
計

 

出

せ
」

と
、
陸

、
海

軍

の
競
争

が
始

ま

っ
て
、
年

中

そ

の
間

に
は

 

さ

ま

っ
て
苦

し
ん
だ

も

の

で
す
。

 
そ

う
し

た
同
社

の
同
時
代

的

優
位

を
支

え

て

い
た

の
は
、

自

ら
軍

の
方

に
出
向

き
、

そ

の
意

向
を
伺

い
そ

れ

に
従

っ
て
動

く

、
と

い
う
態

度

を
採
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り
続

け
た

こ
と

だ

ろ
う
。

よ
り
弓

く

直
前

に
収

録

さ
れ

て

い
る
も
う

一
つ
の
回
想

談

竹

中

保

一
談

 

 

昭
和

十

八
年

の
十

一
月

五

日
、
丸

ノ
内

茶

寮

で

「
少

年

倶

楽

 

部

」
が
、

海
軍

省
報
道

部

の
高
戸

大
尉

に
話

を
聞

き
ま

し
た
。

そ

 

の
際
私

も
同
席

し

て

い
た

の

で
す
が
、

話

の
あ
と

で
、
大

尉

か
ら

 

雑

誌

の
用
紙

に

つ
い
て
、
官

給

紙

い
わ

ゆ

る
㊨

が

相

当

あ

る

の

 

で
、

こ
れ

を
講

談

社

に
回

し
、
海

軍

の
雑

誌

を

出

し

て

み
た

い

 

が

、
ど

う
だ

ろ
う

と

い
う
話

が
あ

り

ま
し

た
。

 

 
十

二
月
十

日

に
な

っ
て
、
再
び

丸

の
内
茶
寮

で
、
高
戸

大
尉

と

 

加
藤

謙

一
氏

と
私

が
会

見

し
た

と
き
、

前
述

の
㊨

用
紙

の
話

が
出

 

ま
し
た

の

で
、

本
社

は
、
海

軍

の
希
望

す

る
雑
誌

を
出

し
た

い
も

 

の
だ
と

、
申

し
出

た
わ
け

で
す
。

 

 

こ
れ

よ
り
前

、

一
方
陸

軍

の
ほ
う

か
ら

も
、
陸

軍
関
係

の
雑
誌

 

を
出

し

た

い
か
ら

と

い
う
話

も

あ

っ
た

の
で
す
が

、
陸

軍

の
ほ
う

 

が

決
定

し
な

い
前

に
、
海

軍

の
ほ
う

が
先

に
決

ま

っ
た
わ
け

で

し

 

た
。

つ
い
で
、

陸

軍

の
ほ
う
も
話

が
進

み
、

相
前

後

し
て
、

決
定

 

し
た
よ

う
な

順
序

で
す
。

海
軍

の
ほ

う

は
、
高
戸

大
尉

ほ

か
情
報

 

局

の
古
橋

海

軍
中
佐

も
推

進

に
当
た

り
ま

し
た
。

 

 

雑
誌
名

は
初

め
海

軍

の
ほ
う

が

「若

桜
」

が
有

望

で
し
た

が
、

 

陸

軍

の
ほ
う

が
、

「
若
桜
」

と
決

ま

っ
た

の
で
、

(
略
)

 

 

十

二
月
十

日

に
話

が
始

ま

り
、
急
遽

編
集

案
を

ま

と
め
、

翌
十

 

九

年

一
月

五

日

に
大
綱

が
決

定

し

ま
し

た
。

「
海

軍
」

の
編

集

長

 

は
今
ま

で

の
関

係

上
私
が

、

ま
た
陸

軍

の

「
若
桜

」

も
同

じ
募
兵

の
少
年
雑
誌
と
し
て

「少
年
倶
楽
部
」
編
集
長
の
岩
本
氏
が
そ
れ

ぞ
れ
指
名
さ
れ
、
四
月
二
十
九
日
天
長
節
の
日
に
創
刊
号
が
双
方

発
売
さ
れ
ま
し
た
。

 
こ
の
と
き
の
高
戸

(顕
隆

・
海
軍
主
計
大
尉
)
の
話
と
は
、
『少
年
倶

楽
部
』
に
翌
昭
和
十
九
年

一
月
号
か
ら
八
月
号
ま
で
連
載
さ
れ
た

「敵
艦

隊
撃
滅
」
(椛
島
勝

一
画
)
で
あ
ろ
う
。

 
な
お
、
引
用
で
は
主
に
海
軍
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
が
、
話
が
出

た
と
い
う
正
に
そ
の
年

(昭
和
十
八

〔
一
九
四
三
〕
年
)、
講
談
社
は
三

月
十
日
付
で
、
陸
軍
省
報
道
部
長

・
矢
萩
那
華
雄
か
ら

『富
士
』
『少
年

倶
楽
部
』
『少
女
倶
楽
部
』
に
対
し
て
感
謝
状
を
贈
ら
れ
て
い
る
。
又
、

昭
和
十
三

(
一
九
三
八
)
年
よ
り
同
十
七

(
一
九
四
二
)
年
に
か
け
て
陸

軍
省
情
報
部
員

・
情
報
局
情
報
官
な
ど
の
要
職
に
あ
っ
て
、
戦
後
の
回
想

で
は
言
論
統
制
の
中
心
的
悪
役
の
如
く
扱
わ
れ
る
鈴
木
庫
三
で
す
ら
、
昭

和
十
五

(
一
九
四
〇
)
年
六
月
の
時
点
で
講
談
社
を
主
婦
之
友
社

・
文
藝

春
秋
社
と
共
に

「平
素
の
軍
に
協
力
し
て
居
る
雑
誌
社
」
と
見
倣
し
て
い

た
こ
と
が
そ
の
日
記
か
ら
判
る
。
実
際
、
こ
の
時
期
講
談
社
は
鈴
木
に
雑

誌
へ
の
執
筆
を
依
頼
し
た
り
、
彼

(情
報
部
)
に
取
材
し
た
記
事
を
掲
載

す
る
、
あ
る
い
は
そ
の
著
書
刊
行
を
請
け
負
う
な
ど
、
係
わ
り
合
い
を
強

め
て
い
た
。
更
に
遡

っ
て
昭
和
十
四

(
一
九
三
九
)
年
四
月
に
は
、
陸
軍

憧
兵
部
の
委
嘱
に
よ
り
同
部
で
発
行
し
て
い
た
雑
誌

『憧
兵
』
の
編
集
を

引
き
受
け
、
『陣
中
倶
楽
部
』
と
し
て
改
題
創
刊

し
た
り
も
し
て
い
る

(昭
和
十
九

〔
一
九
四
四
〕
年
十

一
月
終
刊
)。

 
こ
う
し
た
以
前
か
ら
の
陸
軍
と
講
談
社
の
関
係

か
ら
、
『海
軍
』
と
共

に

『若
桜
』
刊
行
を
同
社
が
引
き
受
け
た
の
は
寧
ろ
当
然
の
流
れ
で
あ
っ

一94一



た
。
尚
、
こ
こ
に
あ
る
通
り
、
『若
桜
』
の

(初
代
)
編
輯
長
に
就

い
た

岩
本
新
作
は
昭
和
十
六
年
五
月
よ
り
昭
和
十
九
年
八
月
ま
で

『少
年
倶
楽

部
』
の
編
輯
長

(奥
付
で
は
編
輯
兼
発
行
人
)
を
務
め
て
い
た
。
そ
の

間
、
同
誌
の
昭
和
十
九
年
三
月
号
は

「帝
国
陸
軍
号
」
と
銘
打

っ
た

一
冊

丸
々
の
特
集
で
あ
り
、
特
に
そ
の
中
に
誌
面
の
約

一
割
を
占
め
る

「決
戦

下
に
勇
む
陸
軍
生
徒
」
「陸
軍
の
軍
人
に
な
る
道
す
ぢ
」
は
、
後
の

『若

桜
』
中
の
記
事

「決
戦
下
諸
君
の
進
む
道
は
こ
れ
だ

(陸
軍
諸
学
校
案

内
)
」
(創
刊
号
 
三
三
～
三
五
頁
)
「陸
軍
へ
の
道
-

陸
軍
幼
年
学
校
、

少
年
兵
諸
学
校
、
特
別
幹
部
候
補
生
の
実
際
と
志
願
案
内
1

」
(昭
和

二
十
年
三
月
号
 
五
九
～
六
九
頁
)
な
ど
と
ほ
ぼ
同
じ
陸
軍
諸
学
校
の
詳

細
な
案
内
で
あ
る
な
ど
、
同
社
の
編
輯
レ
ヴ
ェ
ル
で
も

『若
桜
』

へ
の
道

は
既
に
こ
の
段
階
で
整
備
さ
れ
て
い
た
と
見
て
よ
い

(注
12
も
参
照
。
因

み
に

『少
年
倶
楽
部
』
の
翌
々
五
月
号
は

「帝
国
海
軍
号
」
で
あ
る
)。

更
に

『少
年
倶
楽
部
』
同
年
九
月
号
に

「陸
軍
少
年
兵
の
募
集
」
・
「少
年

飛
行
兵
の
歌

『若
き
翼
』」
(梅
木
三
郎
)
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
敗
戦
の

昭
和
二
十
年
に
向
け
て

『海
軍
』
を
含
め
た
こ
れ
ら
の
雑
誌
の
内
容
は
し

ば
し
ば
重
な
り
あ
っ
て
く
る

(『少
年
倶
楽
部
』
と
し
て
は
、

一
応

『若

桜
』
『海

軍
』
を
自
ら
の

「兄
さ
ん
雑
誌
」
と
位
置
づ
け
る

か
の
よ

う
だ
)。

『若

桜
』

版
型
 
A
5
版

定
価
 
(全
号
)
五
十
銭

発
行
人
 
高
木
義
賢

編
輯
人

印
刷
人

発
行
所

印
刷
所

配
給
元

岩
本
新
作

(第
二
巻
三
号
ま
で
)
木
村
謙

一

(第
二
巻
四
号
)

木
村
健

一

(同
五
号
)

横
田
秀
治

(第

一
巻
二
号
ま
で
)
安
達
信
雄

(同
三
号
か
ら
)

大
日
本
雄
弁
会
講
談
社

大
日
本
印
刷
株
式
会
社

日
本
出
版
配
給
株
式
会
社

(第

一
巻
八
号
ま
で
)
日
本
出
版
配

給
統
制
株
式
会
社

(第
二
巻

}
号
か
ら
)

※
 
毎
月

一
回

一
日
発
行

(表
記
の
前
月
二
十
五
日
印
刷
納
本
、
二
十
八

 
日
頃
発
売

〔次
号
予
告
に
拠
る
〕)

 
 
 
 
O
 
表
紙

 
原
則
、
各
種
少
年
兵
の
絵
で
あ
る

(各
号
目
次
を
参
照
)
が
、
第

一
巻

八
号

(昭
和
十
九
年
十
二
月
号
)
は

「勝
ち
抜
け
大
東
亜
戦
号
」
と
銘
打

た
れ
、
米
爆
撃
機

(?
)
を
日
本
の
戦
闘
機
が
攻
撃
し
て
い
る
と
い
う
図

柄
、
第
二
巻
二
号

(昭
和
二
十
年
二
月
号
)
は
、
米
軍
艦

(国
旗
が
見
え

る
)
を

(体
当
た
り
?
)
攻
撃
す
る
日
本
の
戦
闘
機
の
図
、
同
四
号

(同

四
月
号
)
も
や
は
り
敵
戦
闘
機
を
撃
墜
す
る
日
本

の
戦
闘
機
の
図
と
な
っ

て
い
る
。
又
、
第
二
巻
五
号

(同
五

・
六
月
合
併
号
)
は
単
独
の
表
紙
が

な
く
、
本
体

(雑
誌
の
中
身
)
と
同
じ
紙
で

一
頁
目
の
上
部
四
分
の
三
ほ

ど
に
戦
車
の
絵
及
び

「若
桜
 
五

・
六
月
合
併
号
」
と
記
載
さ
れ
、
そ
の

下
残
り
約
四
分
の

一
は
目
次
と
な
っ
て
い
る
。

 
尚
、

一
巻

一
号
か
ら
四
号
、
六
号
に
は
、
タ
イ
ト
ル
よ
り
や
や
小
字

で
、
「青
少
年
の
陸
軍
雑
誌
」
と
副
え
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
文
句
は
、
背

表
紙
の
タ
イ
ト
ル
上
部
に
も
あ
り
、
こ
ち
ら
は
全
号

(表
紙
を
欠
く
最
終
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号
は
除
く
)
そ
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

 
 
 
 
○
 
裏
表
紙

 
ほ
ぼ
全
面
が
広
告
欄
と
な

っ
て
い
る
。
以
下
に
各
号
に
掲
載
さ
れ
た
広

告
主
と
紙
面
パ
タ
ー
ン
を
示
す
。

第

一
巻

一
号
 
三
和
銀
行

(全
面
。
「み
た
ま
わ
れ
こ
の
大
み
い
く
さ
に

 
 
 
 
 
 
勝
ち
ぬ
か
ん
」
の
標
語
入
り
。
以
下

「A
」
と
表
記
)

 
 
同
二
号
 
(上
下
分
割
し
て
半
面
ず
つ
。
以
下
の
号
も
こ
の
パ
タ
ー

 
 
 
 
 
 
ン
)

 
 
 
 
 
 
A
及
び
、
西
宮
航
空
園

(以
下

「B
」
)

 
 
同
三
号
 
住
友
銀
行

(「送
れ
飛
行
機
 
貯
め
抜
け
戦
費
」
の
標
語

 
 
 
 
 
 
入
り
。
以
下

「
C
」)
及
び
、
B

 
 
同
四
号

 
 
同
五
号

 
 
同
六
号

 
 
同
七
号

 
 
同
八
号

第
二
巻

一
号

 
 
同
二
号

 
 
同
三
号

 
 
同
四
号

 
 
 
 
O

 
以
下
、

ACACACACA
・ ・ ・ ・ ・ …  及

DDDDDBDBび

       仁

       丹

       以
       下

       D
       ヒ

 

目
次
と
内
容
細
目

各

号

の
目
次

を
基

本

と
し

て
タ
イ

ト

ル

(角

書

の
あ

る
も

の
は

そ

れ

も
併

せ

て
)

と
著

者

名

を
拾

う
。

原

則
掲

載

ペ
ー

ジ

順

に
並

べ
替

え

、

〔

〕
内

を

こ
ち
ら

で
補

っ
た
。
内

容

に

つ
い
て
は

注

も
参

照

さ

れ

た

い
。

①

創
刊

号

(昭

和
十

九
年

五
月
号

)

 

総

九
十

六
頁

 
 

 

 
 

 

 

(11
)

363328

～ ～
3735

22 18171298743〔 1表

～  ～  ～ ～   ～  2   紙
32    21    16 11       6

「陸
の
鳳
雛
」 

松
野

一
夫
画

「若
桜
」
の
創
刊
を
祝
す

 
 
 
 
 
 
 
陸
軍
省
兵
務
局
長

・
陸
軍
少
将

目
次
〕

御
馬
上
の
大
元
帥
陛
下

決
戦
下
に
励
む
星
の
生
徒

口
絵

「軍
旗
」 
 

鈴
木
栄
二
郎
画

 
 
 
 
 
 
 

(15
)

軍
人
勅
諭
を
奉
唱
せ
よ

 
 
 
 
 
 
 

(16
)

愛
国
物
語
詩

北
条
時
宗
 
 
西
條
八
十

撃
ち
く
だ
け
敵
の
上
陸
作
戦
 
 
陸
軍
大
佐

軍
事
訓
練
の
頁
 
ま
つ
不
動
の
姿
勢

奮
起
せ
よ
、
神
州
男
児

 
 
 
 
 
 
 
陸
軍
省
報
道
部
長

・
陸
軍
大
佐

少
年
飛
行
兵
物
語

大
空
に
捧
げ
ん
 

 
大
林
清

画
、
以
下
同
じ
〕

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(19
)

募
兵
問
答
、
読
者
だ
よ
り
募
集

決
戦
下
諸
君
の
進
む
道
は
こ
れ
だ

日
本
人
の
心
と
桜
の
花
 
 
陸
軍
少
尉
 
斎
藤
測

吉
郎
画
〕

那
須
義
雄

 
 
 
 

此
木
友
之

 
 
〔絵

・
玉
村
吉
典
〕

 
 
 
 
 
 

松
村
秀
逸

 
 
 
 
 
 

〔林
唯

一

(陸
軍
諸
学
校
案
内
)

 
 
 
 
 
 
 
〔山
口
将
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0

第

,一一, 95 86 85 82 80 78 76 75 62 61    58 56    55    46    44 43    38

9s     S     S  S  S  S     S        S  S           S     S        S

      96    85 81 79 77    74       61 57          55    45       42

わ
れ
ら
軍
旗
と
共

に
進
ま
ん
 
 
陸
軍
少
将

桜
井
忠
温

〔小
川
真
吉
画
〕

陸
軍
諸
学
校
志
願
者
の
心
得

髄
磁
兵
隊
ち

い
さ
ん
 
 
松
下
井
知
夫
 

〔「若
桜
道
場

の

巻
」〕

歴
史
小
説

神
風
 
 
角
田
喜
久
雄
 
 〔斎
藤
五
百
枝
画
、
以

下
同
じ
〕

六
月
号
お
知
ら
せ

〔見
開
き
の
左
頁
約
三
分
の
二
。
右
側
は
小

説
〕
〔兵
器
知
識
〕
小
銃
の
話

〔陸
軍
兵
技
大
尉

清
水
憲

一」伽
)

ド
イ
ツ
の
青
少
年
は
空
襲
下
に
ど
ん
な
働
を
し
て
ゐ
る
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
牛
場
信
彦

 

(22
)

「笑
話
」

感
激
事
実
物
語
 
鉄
脚
の
若
鷲
 
 
赤
川
武
助

さ
あ
考
へ
て
ご
ら
ん
な
さ
い

武
士
の
子
の
し
つ
け

(菖
蒲
の
節
句
)

元
帥
大
山
巖
 
 
望
月
茂

漫
画

こ
ん
な
兵
器
が
で
き
た
ら

少
年
飛
行
兵
に
兄
さ
ん
が
で
き
た

皇
軍
イ
ン
ド
に
進
撃

少
年
葉
隠
れ
武
士
 
 
大
隈
三
好

創
刊
の
御
挨
拶

下
段
三
分
の
一
に
奥
付
〕

 
 
 
 

(同
六
月
号
)

橋
爪
健 浅

野
晃

 

総
八
十
頁

表
紙
 
 
「少
年
戦
車
兵
」 
 

鬼
頭
鍋
三
郎

〔1
 
 
目
次
 
 
目
次
の
絵

・
梁
川
剛

一
画
〕

2
～
4
 
画
集
 
芳
山
楠
帯
刀
の
歌
 
 
元
田
永
孚

5
～
8
 
写
真
画
報
 
雛
鷲
は
そ
だ
つ

9
 
 
 
軍
事
訓
練
の
頁
 
敬
礼
 
 〔無
署
名
〕

10
～
11
 
錦
旗
の
下
に
誓
ふ
若
武
者
 
 
高
田
元
三
郎
謹
記

12
～
19
 
歴
史
小
説
 
神
風
 
 
角
田
喜
久
雄

19
 
 
 
皇
国
の
空
を
守
れ

20
～
21
 
兵
器
知
識
 
白
兵
戦
と
手
榴
弾
 
 
陸
軍
大
尉
 
花
室
輝
雄

22
～
23
 
こ
の
仇
を
討

つ
の
は
諸
君
だ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(37
)

24
～
25
 
少
年
戦
車
兵
か
ら
故
郷

へ
の
お
便
り

24
～
25
 
学
校
訓
練
だ
よ
り

26
～
28
 
若
き
ビ
ル
マ
の
熱
血

(現
地
報
告
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大
本
営
陸
軍
報
道
部
陸
軍
少
佐
 
後
藤
四
郎

〔29
～
31
 
卒
業
の
所
感
 
ビ
ル
マ
の
英
国
人

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ビ
ル
マ
陸
軍
士
官
学
校
 
キ
ン
ゾ
ウ
候
補
生
〕

32
～
33
 
連
載
漫
画
 
兵
隊
ち
い
さ
ん
 
 
松
下
井
知
夫
 
 〔「開
墾
の

 
 
 
 
巻
」
〕

34
～
41
 
少
年
飛
行
兵
物
語

大
空
に
捧
げ
ん
 
 
大
林
清

42
～
43
 
建
軍
の
父
 
大
村
益
次
郎
 
 
望
月
茂

44
～
48
 
軍
事
科
学
 
新
し
い
電
波
兵
器
の
話
 
 
工
学
博
士
 
篠
原
登

48
～
49
 
陸
軍
少
年
兵
志
願
の
手
引

50
～
53
 
青
葉
城
下
に
き
た

へ
る
陸
の
鳳
雛
 
 
本
誌
特
派
 
秋
永
芳
郎

54
～
63
 
不
屈
の
荒
鷲
魂
 
死
し
て
船
団
を
ま
も
る
 
赤
川
武
助
 
 
〔小

 
 
 
 
松
崎
茂
画
〕

一97
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   794779

66
S
78

6564 63

囲
み
.__.

 
七
月
号
の
お
知
ら
せ

漫
画
 
突
撃
鉄
球
 
 
〔大
野
鯛
三
〕

募
兵
問
答
 
陸
軍
省
兵
備
課

麗

鑑

ハ
ウ
モ
嘱

島
舞

考
へ
て
ご
ら
ん
な
さ
い

読
者
だ
よ
り

編
輯
局
だ
よ
り

〔下
段
三
分
の
一
に
奥
付
〕

③

第

一
巻
第
三
号

(同
七
月
号
)

橘
外
男

総
八
十
頁

表
紙
 
 
「砲
隊
鏡
と
少
年
砲
兵
」 
 

松
野

一
夫

〔1
 
 
目
次
〕

2
～
4
 

詩
画
集
 
吉
田
松
陰
先
生
 
 
蔵
原
伸
二
郎
 
 
〔斎
藤
五
百
枝

 
 
 
 
画
〕

5
～
8
 
写
真
画
報
 
陸
軍
少
年
高
射
兵

9
 
 
 
速
歩
行
進

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(49
)

10
～
16
 
軍
国
の
青
少
年
と
語
る
 
 
陸
軍
大
将
男
爵
 
荒
木
貞
夫

16
～
17
 
う
た
は
う
航
空
整
備
兵
の
歌

18
～
25
 
歴
史
小
説
 
神
風
 
 
角
田
喜
久
雄

26
～
28
 
兵
器
知
識
 
軽
機
関
銃
の
話
 
 
陸
軍
兵
技
中
尉
 
楠
確

〔28
欄
外
 
戦
地
の
兵
隊
さ
ん
へ
真
心
を
〕

29
 
 
 
漫
画
突
撃
隊
 
 
〔小
川
哲
夫
画
〕

30
～
39
 
航
空
決
戦
記
 
あ
あ
大
陸
の
隼
 
 
赤
川
武
助

40
～
41
 
兵
隊
ち
い
さ
ん
 
 
松
下
井
知
夫
 
 
〔「軍
事
郵
便
の
巻
」〕

46

～

50

4444r-,42

～_～43～

455545  43

59

欄

外

5451,一 一,

S S50

5953囲

      み

70
S
75

626060
S S S
696161

 

76

～

77

78

～

79

80

山
縣
有
朋

(陸
軍
名
将
物
語
) 
 

望
月
茂

(53
)

笑
話
〕

陸
軍
諸
学
校
志
願
問
答

読
者
だ
よ
り

軍
事
科
学
 
水
平
爆
撃
と
急
降
下
爆
撃

 
 
 
 
 
 
 
 
陸
軍
航
空
本
部

・
陸
軍
中
佐

 
若
桜
八
月
号
の
お
知
ら
せ
〕

み
ん
な
で
や
ら
う
航
空
体
操
 
 
〔原

一
司
画
〕

少
年
武
士
道
物
語
 
強
情
忠
七
 
 
田
岡
典
夫

 

「若
桜
」
を
大
い
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

局
〕
読
者
諸
君
へ

考

へ
て
ご
ら
ん
な
さ
い

航
空
小
説
 
大
空
に
捧
げ
ん
 
 
大
林
清

南
海
の
血
闘
 
敵
陣
潜
入
三
十
五
日
 

 
東
猛
夫

画
〕

〔下
段
三
分
の

一

武
士
の
子
の
し

つ
け

(鍛
錬
)

画
〕
飛
行
兵
に
な
る
道

陸
軍
少
年
兵
を
志
願
す
る
方

へ

 
 
 
 
に
奥
付
〕

④

第

一
巻
第
四
号

(同
八
月
号
)

表
紙

「陸
軍
特
幹
船
舶
兵
」

足
原
武

一

若
桜
編
集

〔北
宏
二

浅
野
晃
 
 〔黒
崎
義
介

総
八
十
頁

斎
藤
五
百
枝
画
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1
～
4
 
詩
画
集
 
武
人
の
歌

5
～
8
 
勇
ま
し
い
電
波
の
戦
士

・
陸
軍
少
年
通
信
兵

〔9
 
 
目
次
〕

10
～
19
 
「超
空
の
要
塞
」
撃
墜
戦
記
 
 
橋
爪
健
 
 〔小
松
崎
茂
画
〕

20
～
21
 
陸
軍
諸
学
校
志
願
問
答
 
 
陸
軍
省
兵
備
課

21
 
 
 
笑
話
 
 
〔頁
欄
外
 
二
本
〕

22
～
28
 

軍
国
の
青
少
年
と
語
る
 
 
陸
軍
大
将
男
爵
 
荒
木
貞
夫

28
～
29
 
陸
軍
少
年
戦
車
兵
学
校
の
校
歌
 
 
〔詞
と
楽
譜
〕

30
～
36
 
歴
史
小
説
 
神
風
 
 
角
田
喜
久
雄

36
 
 
 
読
者
だ
よ
り
 
 
〔二
段
組
下
段
〕

37
 
 
 
漫
画

〔佐
次
た
か
し

「思
ひ
き
つ
て
み
た
ら
」〕

38
～
43
 
特
幹
入
隊
第

一
報
 
 
若
桜
特
派
記
者

41

〔囲
み
〕 

九
月
号
の
お
知
ら
せ

44
～
49
 
軍
事
科
学
 
新
兵
器

「V

一
号
」 
 

小
松
昌
夫

50
～
51
 

川
上
操
六

(陸
軍
名
将
物
語
) 
 

望
月
茂

52
～
53
 
漫
画

兵
隊
ち
い
さ
ん
 
 
松
下

一
知
夫
 

〔「ポ
ン
プ
の

 
 
 
 
巻
」〕

54
～
61
 

航
空
小
説
 
大
空
に
捧
げ
ん
 
 
大
林
清

62
～
64
 
兵
器
知
識
 
梛
弾
筒
の
話
 
 
陸
軍
兵
技
中
尉
 
楠
確

64
～
65
 
少
年
砲
兵
か
ら
故
郷

へ
の
便
り

64
～
65
 
娯
楽
室

66
～
71
 

時
局
問
答
 
勝
利
断
じ
て
我
に
あ
り
 
 
覆
面
将
軍

72
～
73
 
学
問
の
修
業

(武
士
の
子
の
し
つ
け
) 
 

浅
野
晃
 
 
〔玉
村

 
 
 
 
吉
典
画
〕

74
～
79
 
陸
軍
幼
年
学
校
の
入
学
試
験
問
題

79
 
 
 
編
輯
局
だ
よ
り

80
 
 
 
軍
少
年
兵
を
志
願
す
る
方
へ

 
 

〔下
段
三
分
の
一
に
奥
付
〕

⑤

第

一
巻
第
五
号

(同
九
月
号

・
「航
空
決
戦
号
」)

表
紙
 
 
「少
年
飛
行
兵
」 
 

松
野

一
夫

〔1
 
目
次
〕

目
次
の
絵
 
 
小
松
崎
茂

2
～
4
 
詩
画
集
 
桶
狭
間
の
突
撃
 
 
蔵
原
伸
二
郎

 
 
 
 
画
〕

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(75
)

565546
S  5
57  54

40 32    30 25    14 12  9  5

～  ～    ～  ～    ～  ～  ～  ～
45 39    31 29    24 13 11  8

総
八
十
頁

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔山
口
将
吉
郎

写
真
画
報
 
陸
軍
の
最
高
陣
容

大
決
戦
に
馳
せ
参
ず
る
者
 
 
 「若
桜
」
編
輯
局
長

み
ん
な
で
歌
は
う

「若
き
翼
」

航
空
決
戦
記
 
必
殺
の
闘
魂
i

一
機

一
艦
を
ほ
ふ
る
高
田
戦

闘
機
隊
の
偉
勲
上
聞
に
達
す
-

 
 

 
 
 
 
 赤
川
武
助

羽
ば
た
く
雛
鷲
群
 
 

「若
桜
」
特
派
 
後
藤
楢
根

連
載
漫
画

「兵
隊
ち
い
さ
ん
」 
 

松
下
井
知
夫
 
 〔「若
桜

兄
弟
の
巻
」〕

航
空
小
説
 
大
空
に
捧
げ
ん
 
 
大
林
清

航
空
科
学
 
進
歩
す
る
爆
撃
機

 
 
 
 
 
 
 
 
 
陸
軍
航
空
本
部

・
陸
軍
中
佐
 
森
正
光

決
戦
内
閣
の
総
理
大
臣
 
小
磯
国
昭
大
将
 
 
河
上
哲

漫
画

「鉄
道
建
設
用
戦
車
」

第
二
期
特
幹

へ
総
進
軍
 
 
陸
軍
諸
生
徒
採
用
委
員

一99一



〔57
下
段

に
笑
話

(投
稿
?
)〕

58
～
59
 
少
年
整
備
兵
の
手
紙

58
～
59
 
娯
楽
室

60
～
65
 
軍
国
の
青
少
年
と
語
る
 
 
陸
軍
大
将

〔男
爵
〕 

荒
木
貞
夫

66
～
69
 
少
年
飛
行
兵
志
願
問
答
 
 
陸
軍
省
兵
備
課

70
～
71
 
陸
軍
名
将
物
語
 
乃
木
希
典
 
 
望
月
茂
 
 
〔伊
藤
幾
久
蔵

 
 
 
 
画
〕

72
～
79
 
歴
史
小
説
 
神
風
 
 
角
田
喜
久
雄

〔79
下
段
 
 「若
桜
」
十
月
号
の
お
知
ら
せ
〕

80
 
 
 
編
輯
局
だ
よ
り

 
 

〔下
段
三
分
の
一
に
奥
付
〕

⑥

第

一
巻
第
六
号

(同
十
月
号
)

 

総
八
十
頁

表
紙
 
 
「射
撃
訓
練
」 
 

鈴
木
誠

1
～
4
 
征
野
に
歌
ふ
 
 
解
説
 
逗
子
八
郎
 
 
絵
 
向
井
潤
吉

5
～
8
 
写
真
画
報
 
兵
器
に
魂
を
う
ち
こ
む
陸
軍
少
年
技
術
兵

〔9
 
目
次
〕

10
～

15
 
十

死
十

生

-

今

な

ほ

ガ
島

に
戦

ひ

つ
づ

け

る

勇

士

を

思

う

 
 
 
 
て
、
そ
の
闘
魂
、
そ
の
責
任
感
、
そ
の
戦
友
愛

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

陸
軍
少
将
 
桜
井
忠
温
 
 
〔飯
塚
玲
児
画
〕

16
～
23
 
少
年
武
士
道
物
語
 
風
雲
菊
池
城
 
 
小
山
寛
二
 

〔山
口
将

 
 
 
 
吉
郎
画
〕

23

〔囲
み
〕 

恩
賜
記
念
賞
に
輝
く

「仰
角
測
定
器
」

24
～
25
 

(漫
画
)
フ
ク
ち
や
ん
の
少
年
飛
行
兵
訪
問
 
 
横
山
隆

一

26

～

30

4744
  92S
   47

3632,一 一,

S S31

4335

 

〔47
囲
み

48
～
49
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
浅
野
晃
 
 
〔玉
村
吉
典
画
〕

〔49
頁
余
白
 
陸
軍
少
年
兵
志
願
の
締
切
日
せ
ま
る
〕

50
～
60
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
赤
川
武
助
 
 〔北
宏
二
画
〕

〔60
下
三
分
の
一 

「陸
軍
少
年
兵
諸
学
校
」
の
紹
介
〕

61
 
 
 
特
幹
の
歌
 
 
〔清
水
か
つ
ら
作
詞

・
佐

々
木
俊

一
作
曲
〕

62
～
63
 
(漫
画
)
兵
隊
ち
い
さ
ん

〔「空
襲
の
巻
」〕 
 

松
下
井
知
夫

64
～
66
 
突
撃
の
陣
頭
に
立
て
 
 
陸
軍
中
佐
 
田
中
義
男

鵬
r
69
 
陸
軍
少
年
兵
志
願
問
答
 
 
陸
軍
諸
生
徒
採
用
委
員

70
～
71
 

少
年
兵
に
な
る
に
は
こ
れ
だ
け
の
体
が
必
要
だ

72
～
79
 

歴
史
小
説
 
神
風
 
 
角
田
喜
久
雄

〔79
囲
み
 
 
「算
術
遊
戯
」
(パ
ズ
ル
)〕

80
 
 
 
編
輯
局
だ
よ
り

〔下
段
三
分
の
一
に
奥
付
〕

軍
事
科
学
 
空
挺
部
隊

 
陸
軍
航
空
本
部

・
陸
軍
中
尉
 
原
文
哉
 
 
〔小
松
崎
茂
画
〕

科
学
戦
に
勝
つ
た
め
に
〕

不
滅
の
闘
魂
こ
こ
に
あ
り
 
 
 「特
幹
生
」
の
手
記

航
空
小
説
 
大
空
に
捧
げ
ん
 
 
大
林
清

兵
器
知
識
 
戦
車
地
雷
の
話
 
 
陸
軍
技
術
少
佐
 
高
木
治
郎

(漫
画
)
移
動
基
地
 
 
山
本

一
郎

 
若
桜
十

一
月
号
の
お
知
ら
せ
〕

⑦

第

一
巻
第
七
号

(同
十

一
月
号
)

表
紙
 
 
「航
空
通
信
兵
」

鈴
木
誠
画

総
八
十
頁

一100一



1
～
4
 
御
製
に
拝
す
る
大
御
心
 
 
房
内
幸
成

5
～
8
 
写
真
口
絵
 
闘
魂
敵
陣
営
を
震
憾
す

〔9
 
 
目
次
〕

10
～
17
 

わ
れ
神
兵
の
姿
に
泣
く
 
 
報
道
班
員
 
棟
田
博

〔17
囲
み
 

「若
桜
健
児
の
奮
闘
を
祈
る
」 
 

若
桜
編
輯
局
〕

18
～
25
 
航
空
小
説
 
大
空
に
捧
げ
ん
 
 
大
林
清

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(㎜
)

26
～
32
 
 
「特
幹
」

へ
怒
濤
の
進
撃
 
 
橋
爪
健

32
～
33
 
空
中
戦
競
技
 
 
長
沢
義
男

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(201
)

34
～
41
 
感
激
事
実
物
語
 
戦
友
愛
勝
て
り
 
 
宮
本
旅
人

41
 
 
 
故
郷
の
母
よ
り
幼
年
学
校
の
わ
が
子

へ

42
～
43
 
武
士
の
子
の
し
つ
け
 
敬
神
 
 
浅
野
晃
 
 
〔玉
村
吉
典
画
〕

44
～
45
 
連
載
漫
画
 
兵
隊
ち
い
さ
ん

〔「立
体
作
戦
の
巻
」〕

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
下
井
知
夫

46
～
48
 
兵
器
知
識
 
火
焔
発
射
機
の
話

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

陸
軍
技
術
大
尉
 
鈴
木
武
治

48
～
49
 
武
功
い
つ
れ
が

一
番
 
 
笹
本
寅
 
 
〔伊
藤
幾
久
造
画
〕

48
～
49
 
や
つ
て
ご
ら
ん

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(501
)

50
～
54
 
守
り
は
固
し
北
方
第

一
線
 
 
和
田
信
賢

〔54
 
 
余
白
 
 「陸
軍
予
科
士
官
学
校
生
徒
の
願
書
受
附
が
始

つ
た
」〕

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(061
)

55
 
 
 
広
島
陸
軍
幼
年
学
校
校
歌

56
～
62
 
歴
史
小
説
 
神
風
 
 
角
田
喜
久
雄

 
 
 
 
 
 

(即
)

62
～
63
 
字
号
通
信

64
～
65
 
漫
画
 
フ
ク
ち
や
ん
の
新
兵
器
 
 
横
山
隆

一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(081
)

66
～
70
 
雛
鷲
故
郷
に
か
へ
る
 
 
 
〔文
化
奉
公
会
〕
牧
野
英
二

71
～
75
 
軍
事
科
学
 
木
製
機
と
航
空
決
戦

 
 
 
 
 
 
 
 
 

陸
軍
航
空
本
部
 
陸
軍
技
術
中
尉
 
図
子
正
章

76
～
78
 
陸
軍
名
将
物
語
 
谷
干
城
 
 
望
月
茂
 
 
〔伊
藤
幾
久
造
画
〕

〔78
～
〕
79
 
編
輯
局
よ
り

〔79
囲
み
 
若
桜
十
二
月
号
の
お
知
ら
せ
〕

80
 
 
 
軍
へ
進
む
早
道

〔陸
軍
諸
学
校
案
内
〕

 
 

〔下
段
三
分
の

一
に
奥
付
〕

⑧

第

】
巻
第
八
号

(同
十
二
月
号
)

総
七
十
二
頁

 
 
 
 
 
 

(901
)

表
紙
 
 
小
松
崎
茂

 
 
 
 

(011
)

1
 
 
 
詔
書

2
～
4
 
十
二
月
八
日
 
四
度
来
る

〔詩
〕 
 

高
村
光
太
郎
 
 
〔松
野

 
 
 
 

一
夫
画
〕

5
～
8
 
写
真
口
絵
 
少
年
重
砲
兵
 
 
本
社
写
真
部
撮
影
 
 
〔文
は
無

 
 
 
 
署
名
〕

〔
9
 
 
目
次
〕

10
～
14
 
憤
激
新
な
り
 
 
陸
軍
少
将
 
桜
井
忠
温

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(m
)

15
 
 
 
体
当
り
既
に
覚
悟
少
年
兵
志
願
者

 
燦
た
り
台
湾
沖
航
空
戦

〔小
特
集
〕

16
～
20
 
陸
軍
の
雷
撃
機
現
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔陸
軍
航
空
本
部
〕
陸
軍
中
佐
 
森
正
光

m
～
肪

[關

圏

凹
(輸

戦
艦

「火
だ
る
ま
」
と
な
る

.
二
機
で
敵
機

 
 
 
 
の
大
群
を
屠
る
 
 
 
 
 
 
 

卯
月
由
蔵

・
太
田
武
四
郎

26
～
32
 
少
年
飛
行
兵
小
説
 
大
空
に
捧
げ
ん
 
 
大
林
清

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(m
)

〔32
囲
み
 
 
読
者
だ
よ
り
歓
迎
〕
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33

～

36

7270,一 一,64

   S70 S

   71頁70
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〔下
段

三
分

の

一

⑨

第

二
巻
第

一
号

表

紙

表

紙
裏

100
～

君U

神
州
男
子
悉
く
決
戦
配
置

へ

〔-

満
十
七
歳
以
上
の
男
子
に

お
召
の
光
栄
1

〕

 
 
 
 
 

〔陸
軍
省
兵
務
局
長
〕 

陸
軍
少
将
 
那
須
義
雄

 
 
 

(511
)

陸
軍

へ
の
道

フ
ク
チ
ャ
ン

〔フ
ク
チ
ャ
ン
と
少
年
兵
〕 
 

横
山
隆

一

 
 
 
 
 
 
 
 

(鵬
)

戦
車
な
ら
 
 
火
野
葦
平
 
 

〔松
野

一
夫
画
〕

み
ご
と
命
中

(漫
画
) 
 

中
野
正
治
〕

武
士
の
子
 
礼
儀
 
 
浅
野
晃
 
 
 
〔玉
村
吉
典
画
〕

鍛

へ
よ
、
皇
国
に
捧
げ
る
体

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔陸
軍
〕
軍
医
大
尉
 
加
藤
騰
蔵

兵
隊
ち
い
さ
ん
 
 
松
下
井
知
夫
 
 
〔「薪
と
り
の
巻
」〕

 
 

(m
)

必
死
必
中
 
 
河
上
哲
 
 
 〔飯
塚
鈴
児
画
〕

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(811
)

所
沢
陸
軍
航
空
整
備
学
校
校
歌
〕

歴
史
小
説
 
神
風
 
 
角
田
喜
久
雄

 
 
特
甲
幹
合
格
者
の
入
営
延
期
〕

編
輯
局
よ
り

新
年
号
予
告

 
 
 
 
 
に
奥
付
〕

 
 
 
 

(昭
和
二
十
年
新
年
号
) 
 

総
七
十
四
頁

 

(911
)

捧
げ
銃
 
 
松
野

一
夫

軍
人
勅
諭
を
奉
調
せ
よ
 
 
〔無
署
名
〕

 
 
 

(021
)

大
元
帥
陛
下

正
気
歌
 
 
藤
田
東
湖

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
(撹
)

7
～

10
 

写
真

画
報

 
富

士
山

麓

に
鍛

へ
る
少
年

戦
車

兵

〔
11
 

 
目
次

〕

12
～

24
 

あ

あ

万

朶
隊

出

撃

す
 

 
偉

勲

万
世

に
燦

た

り

陸

軍

特

別

攻

 

 

 

 

(鵬
)

 
 
 
 
撃
隊
-

 
 
棟
田
博

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(421
)

25
 
 
 
諸
君
の
入
校
を
待
つ
陸
軍
の
諸
学
校

26
～
27
 
万
朶
隊
と
正
気
歌
 
 
望
月
茂
 
 

〔山
口
将
吉
郎
画
〕

28
～
29
 
神
州
の
正
気

(正
気
歌
の
解
説
)

30
～
35
 
少
年
飛
行
兵
小
説
 
大
空
に
捧
げ
ん
 
 
大
林
清

36
～
41
 
日
本
の
伝
統
と
大
決
戦
 
小
よ
く
大
を
制
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

陸
軍
中
将
 
中
井
良
太
郎

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(5,'1)

41
 
 
 
決
勝
の
年
を
迎
へ
て

42
～
45
 
航
空
通
信
兵
の
任
務
と
適
性

 
 
 
 
 
 

〔陸
軍
航
空
通
信
学
校
教
官
〕
陸
軍
少
佐
 
中
野
金
之
助

46
～
47
 
兵
隊
ち
い
さ
ん
 
 
松
下
井
知
夫
 
 
〔「戦
車
兵
の
巻
」
〕

48
～
53
 
歴
史
小
説
 
神
風
 
 
角
田
喜
久
雄

〔
53
余
白
 
待
て
、
若
桜
二
月
号
〕

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(721
)

54
～
55
 

一
日
早
く
戦
死
せ
ん
 
 
坂
東
剛

56
～
60
 
軍
事
科
学
 
爆
弾
の
話
 
 
陸
軍
技
術
少
尉
 
赤
木
隆
資

61
～
74
 
軍
神
若
林
中
隊
長
 
 
笹
本
寅

〔74
 
下
段
三
分
の
一
に
奥
付
〕

⑩

第
二
巻
第
二
号

(同
二
月
号
)

 

総
七
十

二
頁

表
紙
 
 
敵
戦
艦
轟
沈
 
 
小
松
崎
茂

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(鵬
)

1
～
4
 
詩
画
集
 
菊
池
武
光
 
 
頼
山
陽
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(301
)

写
真

口
絵

 

一
発

一
中

の
神
技

を
練

る
少
年

野
戦
砲

兵

目

次
 

〕

戦

局
解

説
 

驕
敵

米
軍

破

る
る
日
 

 
武
藤

貞

一

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

(231
)

比

島
決

戦
場

に
立

つ
山

下
将
軍

 

 
 

 

 
 

 

 
 

(鵬
)

敵

の
物

量

を
打

ち
砕
く

も

の

 

 
 

(悩
)

大

空

へ
の
道

 

 

 
〔陸

軍
省
兵

備
課

〕

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(531
)

 
 
 
第

一
線
の
紀
元
節
を
思
ふ

 
 
 
大
胆
B
29
馬
乗
り
撃
墜
記

 
 
 
軍
事
科
学
 
航
空
要
塞

 
 

〔陸
軍
航
空
本
鄭
酬
陸
軍
中
佐

 
 
 
菊
池

一
族
の
純
忠

 
 
 
少
年
飛
行
兵
小
説

 
 
 
 
 
 
 
 

(斯
)

 
 
 
自
ら
糧
水
を
断
つ

 
 
 
 
 
 
 
 

(路1
)

 
 
 
純
忠
金
光
部
隊
長

57
余
白
 
待
た
る
る
若
桜
三
月
号
〕

 
 
 
兵
隊
ち
い
さ
ん

 
 
 
歴
史
小
説
 
神
風

 
 
 
 
 
 
 
 

(931
)

 
 
 
こ
ゆ
鰍
岡
を
見
よ

 
 
 
必
勝
歌

 
 
 
決
戦
下
、
紀
元
節
を
迎
ふ

 
 
 
 
 
 
 
読
者
だ
よ
り
〕

 
 
 
 
 
 
に
奥
付
〕

 
 
 
 
 
 
 

(同
三
月
号
)

棟
田
博

吾
妻
武
夫

森
正
光

大
空
に
捧
げ
ん

 

坂
東
剛

 

棟
田
博

松
下
井
知
夫

 

角
田
喜
久
雄

 

帰
還
部
隊
長

〔同

下
三
分

の

一

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

(241
)

 
 

 

 
諸

君

の
入
校

を
待

つ
陸

軍

の
諸

学
校

〔下

段
三
分

の

一

⑪

第

二
巻

第

三
号

 
 
〔小
松
崎
茂
画
〕

大
林
清

〔
「体

当

り

の
巻

」
〕

総
七
十
二
頁

 

 
 

 

(耶
)

表
紙

 

 
射

撃
 

 
鈴
木

誠

 

 
 

 

 
 

 
 

 

(M
)

1
 

 

 
憤

激
頂

点

に
達
す

 
 

 
〔若
桜

健
児

一
同

〕

2
～

3
 

君
は
御

空

の
特
攻

隊
 

 
〔比
島

陸
軍
航

空

部
隊

の
歌

〕

4
 

 

 
比
島
決

戦
地

図

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

(541
)

5
～

8
 

写
真

口
絵
 

大
戦

果

の
か
げ

に

 

 
 

 

(641
)

〔
9
 

 

目
次

〕

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

(【～41
)

10
～

15
 

陸
軍
記

念

日

に
寄

す
 
時

は
今

な

り

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

陸

軍
少

将

 
桜

井
忠

温

〔
15
頁

余
白

 

あ
あ

、
特
攻

隊

の
心
意
気

〕

16
～

17
 

勝

ち
ぬ
ス
囎

さ
 

 
河

上
哲

 

 

〔山

口
将
吉

郎
画

〕

18
～

27
 

神

鷲

の
揺
藍

 

 
笹
本
寅

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

(941
)

28
～

29
 

大
東

亜
戦

 

つ
は
も

の
の
歌

30
～

34
 

軍
事

科
学

 
火
砲

の
話

 

 
陸

軍
技

術
大

尉
 

加
藤

義

男

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

(駒1
)

34
～

35
 

我

を
措

き
て
他

に
あ

ら
じ
 

 
坂
東

剛

36
～

41
 

少
年

飛
行
兵
小
説
 
大

空

に
捧
げ

ん
 

 
大
林

清

42
～

44
 

名
将

物
語

 
児

玉
源
太

郎
 

 
望

月
茂

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

(慨
)

45
 

 

 
気
塊

す

で
に
敵

を
呑

む
新
特
幹

生

46
～

47
 
兵

隊

ち

い
さ

ん

 

 
松

下

井

知

夫

 

〔「
ア

メ

リ

カ

進

攻

の

 

 
 

 

巻
」
〕

48
～

55
 

歴
史
小
説

 
神

風

 

 
角

田
喜
久

雄

〔
55
囲

み
 
真

の
戦

ひ
は

こ
れ

か
ら

だ
 

 
若
桜

編
輯

局
〕

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

(旧
)

56
～

57
 

第

五
回
全

日
本
少

国

民
発

明
工
夫

製
作

品
募

集

の

お
知

ら

せ

 

 
 

 

 
 

(451
)

58
 

 

 
名
将

逸
話

 

 
 

 

 
 

 
 

 

(551
)

〔
58
余
白

 

莫
大

な
砲
弾

数
〕

59
～
69
 
陸
軍
へ
の
道
-

陸
軍
幼
年
学
校
、
少
年
兵
諸
学
校
、
特
別
幹
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部
候
補
生
の
実
際
と
志
願
案
内
1

70
～

72
 

大

陸
戦

記
 

犬
ま

だ
多
し
 

 
宮

本
旅

人

〔
72
余

白

 
若
桜

四
月
号

の
お
知
ら

せ
〕

〔
72
 

 

下
段

三
分

の

一
に
奥

付
〕

⑫

第

二
巻

第

四
号

(
同
四
月

号
)

 

総

七
十

二
頁

表

紙
 

 

 
撃
墜

 
 

小
松
崎

茂
画

1
～

3
 

詩

画
集

 
国
体

篇
 

 
岩
崎

行
親

 

 
〔
山

口
将

吉
郎

画

〕

〔
4
 

 
詩

の
意
味

 

 
無
署

名
〕

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

(鵬
)

5
～

8
 

写
真

口
絵

 
大

空

の
電
波
戦

士

〔
9
 

 
目

次
〕

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

(751
)

10
～

11
 
聖
慮

に
ご
た

へ
奉

ら
ん

12
～

21
 

あ

あ
、
硫

黄
島

の
戦

友
 

 

 
〔衆

議
院
議

員

〕
濱

田
尚

友

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

(駆1
)

〔
21
囲

み
 

栗
林

大
将
最

後

の
無

電
 

捲
土

重
来

の
魁

た
ら

ん
〕

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

(旧
)

22
～

23
 
皇

国
を

貫

ぬ
く
も

の

 

 
 

 

 
 

 

(㎜
)

24
～

29
 

白

兵
斬

込
戦

 

 
陸

軍
少
佐

 
黒

崎
貞

明

 

 
 

 

 
 

 

(皿
V

29
 

 

 
軍

歌

「陸

軍
」

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

(261
)

30
～

31
 

山

下
将

軍
比
島

に
偲

た
り
 

 
吉

村
報
道

班

員

 

 
 

 

 
 

 

(631
)

30
～

31
 

敵

の
艦

上
機

32
～

38
 

少
年
飛
行
兵
小
説
 

大
空

に
捧
げ

ん
 

 
大
林

清

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
(剛
)

〔
34
囲

み
 
特

幹
生

 
少

年
兵

採
用

か
ら

入
校

ま

で
〕

 

 
 

 

 
 

 
 

 

(561
)

38
 

 

 
戦

闘
間

兵

の
心

得

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

(661
)

39
 

 

 
幼
年

学
校

生
徒

召
募

の
新
要

項

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

(761
)

40
～

44
 

苦

し

み
て

こ
そ
勝

つ
 

 

陸

軍
少

将
 

中
柴
末

純

〔
44
余

白
 
待

て
、
若
桜

五
月

号
〕

 

 
 

 

 
 

 
 

(861
)

45
 

 

 
責

任
を
重

ん
ず

 

 
 

 

 
 

 
 

(961
)

46
～

55
 

北
千

島

の
神
鷲

 

 
赤
川
武

助

55

〔囲

み
〕 

特
幹

生
、

少
年

兵
召
募

の
お
知

ら

せ

56
～

59
 

軍
事

科

学
 
音

波
兵

器

の
話
 

 
陸

軍
技

術
大

尉

 

 
 

 

 
 

 
 

 

(恥
)

58

 

 

 知

つ
て
ゐ
ま

す
か

60
～

63
 

史
実
物
語
 

イ
ギ

リ

ス
船

焼
打

ち
 

 
大

隈

三
好

63
 

 

 
陸

軍

の
諸

徽
章

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

(糀
)

64
～

65
 

特
幹

生

や
少
年

兵

に
は

こ

の
体

格

66
～

72
 

歴
史
小
説

 
神

風

 

 
角

田
喜

久
雄

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

(照
)

〔
72
頁

余
白

 
感
想

を

つ
の
る
〕

〔
72
 

 
下

段
三

分

の

一
に
奥

付
〕

⑬

第

二
巻
第

五
号

(同

五

・
六
月

合
併

号
)

 

総
六

十

四
頁

〔
1
 

 
表
紙

兼

、
下
部

に
目

次
〕

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

(471
)

2
～

4
 

戦

ひ

の
最

後

を
決

す
る

も

の

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

〔陸

軍
省

兵
務

局
長

〕
陸

軍
少

将

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

(鵬
)

〔
4
頁

余
白

 
勤
皇

志
士

の
和

歌
〕

 

 
 

 

 

(描
)

5
 

 

 
決
戦

訓

 

 
 

 

 
 

 
 

 

(771
)

6
～

7
 

詩

画
集

 
蒙
古

来

 

 
 

 

 
 

 

(871
)

8
～

9
 

元
冠

と
米
冠

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

(971
)

10
～

19
 

鯉
幟

士
道

記
 

 
笹

本
寅

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

(801
)

〔
19
囲

み
 

軍
事
知

識
 

戦
略

爆
撃

と
戦

術

爆
撃
〕

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

(181
)

20
～

25
 

戦

は
ざ

る
も

の

に
勝

利

な
し
 

 

佐
藤

堅
司

足
立
正
次

那
須
義
雄
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(脱
>

26
～

27
 

軍
神

遺
芳

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(紹1
)

28
～

33
 

大

空

に
捧

げ

ん
 

 

大
林

清

 
 
 
 
 
 
 

(捌
)

34
～

38
 

一
人
十

殺
 

 
陸

軍
中

佐
 

黒
騎

貞
明

〔
38
囲

み
 

軍
事

知
識

(艦

船
乗

員

と
損

害

〕

39
 

 

 
陸

軍

は
君

を
待

つ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(781
)

40
～

43
 

電

波
暗
視

器

〔
43
欄

外

 
艦
砲

の
威

力
〕

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(鵬
)

44
～

45
 
手

旗
通

信
法

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(981
)

46
～

53
 

忍

苦

と
建

設

の
特

攻
隊

 
 
陸

軍

大
佐
 

岡
崎

嘉
夫

〔
53
三
段
組

の
下

二
段

 
神

鷲

の
中
学
時

代

 

 
川

口
直

樹
〕

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(901
)

54
～

55
 
手

榴
弾

の
取

扱

ひ
方

 
 
 
 
 

(191
)

56
～

64
 
神

風

 

 
角

田
喜
久

雄

〔
64
下

段

三
分

の

一 

奥
付

〕

注(1
) 
雑
誌

『海
軍
』
に
関
し
て
は
、
先
に
山
本
明

コ

五
年
戦
争
末
期
の
雑
誌

 
 

(
二
)
1

大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
刊

『海
軍
』
1

」
(『
評
論

・
社
会
科

 
 
学
』

二
四

〔同

志
社
大
学

人
文
学
会
 

一
九
八
四

・
五
〕
)
が
そ

の
内
容

の

一

 
 
部
を
紹
介
し
、
総
目
次

(但
し
、
頁
表
記
な
し
)
を
掲
げ

て
い
る
。

(2
) 

社
史
編
纂
委
員
会

『講

談
社
の
歩
ん
だ
五
十
年

(昭
和
編
)
』
(講
談
社
 

一

 
 
九
五
九

・
十

) 

五

三
二
頁
。
引

用
は

一
九
六

七
年

四
月
発
行

の

二
刷

に
拠

 
 
る
。

 
 

 
因

み
に
、

こ
こ
で
言

及
さ
れ
て

い
る
発
行
部
数

に
つ
い
て
だ
が
、
同
書

に
拠

 
 
れ
ば

(四
八
八
頁
)
、
昭
和

二
十

年

の
新
年

号
で

『若
桜
』
が
十

一
万
九
千
九

 
 
百
部
、

『海
軍
』

が
十

二
万
九

十
部

で
、
確

か
に
こ
れ
ら

は

『幼
年

倶
楽
部
』

 
 
昭
和
十
九
年
新
年
号

の
十
二
万
部

に
準
じ

て
い
る
。

(3
) 

同
前
、

五
三
〇
～
五
三

二
頁
。
竹
中

は
元
講
談
社
員
、

キ
ン
グ
楽

器
製
作

所

 

 
専
務

取
締
役
。
昭
和
十
五
年

九
月
以
降

、
軍
部
そ
の
他
各
省
庁
と

の
社
内
統

一

 

 
連
絡

係
を
務
め
た

と
い
う

(四
四
八
頁

)。

(4
) 

佐
藤
卓

己

『言
論
統
制

 
情
報
官

・
鈴
木
庫

三
と
教
育

の
国
防

国
家
』

(中

 

 
公
新
書
 

二
〇
〇

四

・
八
)
二
四
五
頁
。
鈴
木

の
日
記
、
昭
和
十

五
年

六
月
六

 

 
日
附

の
記
述

よ
り
。
後

の
部

分
で
佐
藤
が
指
摘
す
る
通
り

(三
〇

六
～

三
〇
七

 

 
頁
)
、
鈴
木
は
用
紙
統
制

と

い
う
出
版
業

界

に
と

っ
て
の
命
綱

を
握

る
自

分

の

 

 
所
に
業
者

が

「
こ
び

て
来

る
様
」

(同
年

三
月

二
十

二
日
附
)

に
利

害
第

一
の

 

 

「商
人
根
性
」

(同

二
十

五
日
附
)
を
見
透

か
し

て
そ
れ

に
嫌
悪
感

を
抱

き

つ

 

 
つ
、
し

か
し
そ
れ

(特

に
多

数
の
読
者
を
持

つ
雑
誌
)
を
自
ら
乃
至

軍
部
の
理

 

 
想
宣
伝

の
た
め
に
利

用
し
よ
う
と

い
う
意
図
を
日
記

に
漏
ら
し

て
い
る
。

 

 
 
他
方
、

『講
談
社

の
歩
ん
だ

五
十
年

(昭
和
編

)』

(注
2
参
照
)

に
代
表

さ

 

 
れ
る
同
社

の
回
想

で
は
、
鈴

木
の
統
制
指
導

の
苛
烈
さ
は
強
調
す

る
も
の
の
、

 

 
自
社

の
側

か
ら
の
働

き
か
け
に

つ
い
て
は
余
り
語
ら
な

い
。
恐

ら
く
時

流
の
中

 

 
で
業
務
を
円
滑

に
進

め
、
自

社

(の
利
益
)
を
守
る

こ
と
が
第

一
で
あ

っ
た
と

 

 
い
う

ニ

ュ
ア
ン
ス
を

こ
め
て

い
る
の
だ
ろ
う
が
、

い
ず
れ

に
せ
よ

(真
意

は
と

 

 
も
か
く
)
、
そ

の
結
果
と
し

て
表
面
的

に
は

一
時
期
両
者

の
接
近

が
見

ら
れ
る

 

 
こ
と

は
確

か
で
あ

る
。

(5
) 

詳
細

は
注

(
4
)佐
藤
前
掲

書
巻
末

の

「鈴
木
庫
三
年
譜
」
参
照

。
こ
こ
で
は

 

 

『国
防
国
家

と
青
年

の
進

路
』

(大

日
本
雄
弁
会

講
談
社
 

一
九
四

一
・
四
)、

 
 
木
村
毅

「事
変
四
周
年
記
念
日
を
迎

へ
て
1

鈴
木
陸
軍
中
佐
に
お
話
を
き

 
 
く
」
「国
防
国
家
と
皆
さ
ん
の
心
が
ま
へ
1

鈴
木
陸
軍
中
佐
に
お
話
を
き
く
」

 

 

(
『少
年
倶
楽

部
』
昭
和
十

六
年
七

・
八
月
号

)
の

二
本

(三

つ
)
を
代
表

と

 

 
し
て
挙
げ

て
お
く
。

(6
)

前
任
者

(昭
和
十

六
年

四
月
号
ま
で
)
須
藤
憲
三
。
後
任
者

(昭
和
十
九
年

 

 
九
月
号

か
ら
編
輯

人
)
高
橋

清
次

(発
行
人
は
高
木
義
賢
)
。

(7
) 

目
次

で
は
二

つ
に
分

け
ら
れ
て

い
る
が
、
実
質

一
続
き

の
記
事

。
同
号
全
百

 

 
十
四
頁

の
う

ち
、

一
九
～

二
九
頁
が
そ
れ

に
当
た

る
。

(8
) 

『少
年
倶
楽
部
』

昭
和

十
九
年
五
月
号
 
六
六
～
六
七
頁
所
載

の

『若
桜
』

 

 

『海
軍
』
創
刊
号

広
告
ほ
か
参
照
。

(9
) 

以
下

の
各
項

目
は
、
各

号
奥
附
表
記

に
拠

る
。

(10
) 

木
村
健

一
は
、
『講
談
社

の
歩

ん
だ
五
十
年

(昭
和
編
)』

(注

2
前
掲

V

に
、
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昭
和
十
四
年
入
社
社
員

と
し

て
そ

の
名
が

見
え
る

(四
四
四
頁
)。

(11
) 

桜

の
花
を
背

に
、
銃
剣
を
手

に
直
立
す

る
少
年

兵
の
半
身
像
。

(12
) 

「陸

軍
予
科
士
官
学
校
生

徒
御
閲
兵

の
節
謹
写

し
奉
る
」

と
あ
り
、
馬
上

で

 
 

(恐
ら
く
)
答
礼
す

る

(昭
和
)
天
皇

の
肖
像

写
真

。
下
段

に

「君
が
代
」

の

 
 
文
句
が
あ
る
。
以
下
、

こ
の
よ
う

に
グ

ラ
ビ
ア
写
真
と
短
文
も
し
く

は
詩
画
集

 
 
が
巻
頭

に
く
る

の
が
同
誌

の
パ
タ
ー
ン
と
な
る
。

 
 
 
因

み

に
こ
の
写
真
、

『少
年

倶
楽

部
』
昭

和
十

九
年

二
月

号
掲

載

の
記
事

 
 

「大
元
帥
陛
下
 
陸
軍
予
科
士
官
学
校
に
行
幸
ー

ほ
ま
れ
か
が
や
く
振
武
台

 
 
の
若
桜
1

」

(文

・
松
永
健
哉
)
に
附
さ
れ
た
写
真

「大
元
帥
陛
下
 
陸
軍

 
 
予
科
士
官
学
校
生

徒
を
御
閲
兵

あ
そ
ば

さ
る
」

(読
売

新
聞
社
撮

影
)
と
同

じ

 
 
も

の

(そ

の

一
部
を
抜
き
出
し
た
も

の
)

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
社
内

で

 
 
流
用
し
た
も

の
と
推
測
さ
れ

る
。

(13
) 

陸
軍
幼
年
学
校

の
訓
練

の
様
子
を
写
真

と
文
で
伝
え
る
も

の
。
無
署
名
。

(14
) 

散
文
詩

の
よ
う
な
説
明
文

(無
署
名
)

つ
き
。

(15
) 

上
段
三
分

の
二
に
陸
軍
大
将

・
乃
木
希
典

の
手
に
な
る
勅
諭

の
影
印
、
下
段

 
 
に

「諸
君

の
体

の
中

に
、
軍
人

精
神
を

し

つ
か
り

と
し

み
こ

ま
せ

て
く
だ

さ

 
 
い
。」

と

い
う

「青
少
年
諸

君
」

へ
の
呼
び

か
け
が

あ
る
。
乃
木

の
顔
写
真

つ

 
 
き
だ
が
、
言
表
主
体
は
乃
木

で
は
な
く
同
誌
記
者

と
し
て
読
め
る

(無
署
名
)
。

(16
) 

八
十

の
詩

に
、
斎
藤
五
百
枝

(第

一
回

野
間
挿

画
奨
励
賞
受
賞
者
、
同
社

と

 
 
は
関
係
が
深

い
)
が
絵
を
付
け
た
も

の
。
本
文

で
は
角
書

な
し
、

八
十

と
斎
藤

 
 
の
署
名
が
あ
る
。

(17
) 

北
宏
二
画
。

(18
) 

小
説
。
尚
、
目
次

で
は

こ
れ
と
陸
軍
諸
学
校
案
内

(三
三
頁
)

の
み
が
赤
字

 
 
で
強
調
さ
れ
る
と

い
う
特
別
扱

い
を
受
け

て

い
る
。

(19
) 

二
段
組

の
下
段
。
次
号
よ
り
開
始

さ
れ
る
両

コ
ー
ナ
ー

へ
の
投
稿
を
呼
び

か

 
 
け
る
も

の
。

(20
) 

自
ら

「三
十

六
人

の
敵
を

た

ふ
し
た
」
と

い
う

「旅
順

攻
撃

生
残

り

の
勇

 
 
士
」
と
そ

の
孫

の
話
。
読

み
き
り
連
載
。

(21
) 

「最
近
ド
イ

ツ
か
ら

お
帰

り
に
な

つ
た
外
務

省
の
牛
場
信
彦
事
務
官
」

と
少

 
 
年

「正
雄
君
」

の
問
答
体
。
本
文
標
題

は

「
僕
た
ち
の
戦
友
ド
イ

ツ
の
～
」
。

(22
) 

同
頁
囲

み
。
小

ネ
タ

ニ

つ

(西
村
仁
志

「
に
く

い
頭
」
・
多
田
東

洋
男

「象

 
 
の
活
躍
」)
。

(23
) 

小
説
風

ル
ポ

ル
タ

ー
ジ

ュ
。
椛
島

勝

一
画
。

 
 
の
後

に
、
改
行
し
て
次

の
よ
う

に
あ
る
。

尚
、
本
文
末

尾

(
「
を
は
り
」)

 
こ

の

「若
桜
」

は
、
読

ん
だ
あ
と
で
、
兵
隊
さ
ん

に
送

つ
て
く
だ

さ
い
。

こ

の
新
雑
誌
が
戦
地

で
ど
ん
な
に
喜

ば
れ
る

こ
と

で
せ
う
。

知

つ
た
人

の
な

い
時

に
は
、
近
所

で
出
征

し
て
ゐ
る
方

の
宛
名
を
、
在
郷

軍
人
分
会

で
き
い

て
、
送

つ
て
あ
げ

て
く
だ

さ
い
。

(24
) 

パ
ズ

ル
。
尚
、

こ
の
頁
下
段

三
分

の

一
は

「若
桜
考
査
室

」
と
題
し

て
、
読

 
 
者

に
雑
誌

の
精
読

・
再
読

を
促

す
た

め

の
問

題
集

に
な

っ
て

い
る
。

こ
れ

は

 
 

『少
年
倶
楽
部
』

で
の
、

「久
平

メ
ン
タ
ル
テ
ス
ト
」

(こ
れ
に
関
し

て
は
、

五

 
 
島

「対
米
開
戦
前

夜

の

『少
年

倶
楽
部
』

と
読
者

た
ち
」

〔近

代
文

学
合
同
研

 
 
究
会
論
集
第

三
号

『〈
講
談
社
〉

ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
と
読
者
』 

同
会
 

二
〇
〇

 
 
六

・
十

二
〕
を
参
照
)

と
同
様

の
も
の
で
あ
り
、
恐
ら
く

そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
引

 
 
き
継

い
だ

の
だ
ろ
う
。

(25
) 

本
文
標
題

に
は
、

「海
軍
記
念
日

に
し
の
ぶ
」

の
副
書
が
あ

る
。

(26
) 

秋
玲

二

・
川
村

み
の
る

・
篠
崎
壽

。

(27
)

本
文

で
は
、
「
陸
軍
特
別

幹
部
候
補

生

の
採
用
試

験
を
見

る
」

の
副

題
が

あ

 
 
る
。
標
題
は

「陸

の
少
年
飛
行
兵

に
兄
さ
ん
が
で
き
た
」
。

(28
) 

囲

み
記
事
。
本

文

で
は

「戦

線
だ

よ
り
」
と
銘
打

ち
、

「皇

軍
イ

ン
ド

に
進

 
 
撃
す
」
と
あ
る
。
無
署
名
。

(29
) 

歴
史
小
説
。
山

口
将
吉
郎
画
。

(30
) 

囲
み
。
署
名
は

「
『若
桜
』
編
輯
局
」
。

(31
)

富
士
山

を
バ

ッ
ク
に
敬
礼

す
る
少

年
戦
車

兵
。
作
者

の
鬼

頭

は

こ
の
年

の

 
 

「陸
軍
美
術
展

で
陸
軍
大

臣
賞
を
得

ら
れ

た
方
」

(同
号

「
編
輯

局
だ

よ
り
」

 
 
よ
り
)。

(32
) 

山

口
将
吉
郎
画
。
作
者

の
元
田
は

「明
治
天
皇

の
侍
講

を
仰
付
ら
れ
、

ま
た

 
 
宮
中
顧
問
官

、
枢
密
顧
問

官
と
な

ら
れ
た
功
臣
」

(同
号

「
編
輯

局
だ

よ
り
」

 
 
よ
り
)。

(33
)

本
文
冒
頭

に
は
、
「東

京
陸
軍

少
年
飛
行

兵
学
校
見

学
記
」

と
あ
る
。
無

署
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名
。

(34
) 

本

文
表

記
に
は

「陸
軍
士
官
学
校
卒

業
式
を
陪
観
し

て
」

の
副
題

が
あ
る
。

 

 
尚
、
本
文
署
名

に
拠

れ
ば
、
著
者

の
高
田
は
当
時

『毎

日
新
聞
』
編

輯
総
長
。

(35
) 

囲
み
。
無
署
名
。

(36
) 

「古
河
聯
合
艦
隊
司
令

長
官

の
英
霊

に
つ
づ

け
」
と

い
う
編
輯

局
名

に
よ
る

 

 
記
事
。

(37
) 

陸
軍
少
年
戦
車

丘
ハ学
校
生
徒

か

ら
肉

親

に
宛

て
た
手
紙

(形
式

の
テ
ク

ス

 

 
ト
)
が
二
本
。
末

尾
に
は
、

同
号
四
十
八
頁

の

「陸
軍
少
年
兵
志

願
の
手
引
」

 

 
を
参
照
せ
よ
と
あ
る
。

(38
) 

見
開

き
二
頁

・
三
段
組

の
下

一
段

(上

二
段
は
、
前
項

「少
年

戦
車
兵
か
ら

 

 
～
」)
。
四
三
頁

に
囲
み
記
事

「
軍
事
訓
練
だ
よ
り
 
 
「
ぼ
く

ら
の
学
校
で
は
、

 

 
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
ゐ
る
」

を
募

集
し
ま
す
。
八
百
字
以
内

に
書

い
て
左
記

の

 

 
所

に
お
送

り
下

さ

い
。

(中
略

) 

講
談
社

『若
桜

』
編
輯
局
軍

事
訓
練

係
」

 

 
と

い
う

の
が
あ

り
、
こ
れ
が
読

者
投
稿

で
あ

る

こ
と
が
分

か

る
。
本

文
標

題

 

 
は
、

「ぼ
く
ら

の
国
民
学
校

で
は

こ
ん
な
訓
練

を
し
て
ゐ
る
」。
因

み
に
、
こ
れ

 

 
は
同
時

期

『少
年
倶
楽
部
』

誌
上
で
行

っ
て
い
た

「学
校
だ

よ
り
」
と
全
く

の

 

 
同
工
異
曲
と
見
倣

す
こ
と
が
出
来
る

(注

24
前
掲
論
文
参
照
)
。

(39
)

本
文
標
題

に
は
、
「
ビ

ル
マ
陸
軍

士
官
学
校

の
卒
業
式

に
参
列

し
て
」

の
副

 

 
書

が
あ
る
。

(40
) 
前

項
と
連
続

す
る
も
の

(前
注
参
照
)

で
あ

る
た
め
か
、

目
次

に
は

こ
の
項

 

 
の
記
載
は
な
い
。

(41
) 

「雲
や
闇

を
通
し
て
敵
機

を
と
ら

へ
る
新
し

い
電

波
」

に
関

し
て
。
挿
絵

・

 

 
山
川
惣

治
。

(42
) 
本

文
に
は

「
決
戦
下
諸

君

の
進
む

べ
き
道
」

の
前
書

き
が
あ
る
。
内
容
は
少

 

 
年

兵
諸
学
校

へ
の
進
学
案
内

の
概
略
。

(43
)

本

文
標
題

に
は
、

「仙
台
陸

軍
幼
年
学

校
見
学
記
」

の
副
題
が

あ
る
。
五
三

 

 
頁

に
は
囲

み
記
事

「陸

軍
幼
年

学
校

 
志

願

の
締
切

せ
ま

る
」

が
載

っ
て

い

 

 
る
。

(44
) 

読
者
か
ら
の
問

に
対
す
る
答
え
。

(45
) 

深
川
剛

一
画
。
本
文
標

題

の
角
書

は

「愛
国

熱
血

の
大
冒

険

小
説
」
で
あ

 

 
り
、
「全

日
本

の
青
少
年

は

一
人
残

ら
ず
読
め
」

の
副
書
。

(46
)

右
頁
途
中

よ
り
左

頁

に
か
け

て

の
見

開
き
、
三

段
組

の
上

二
段

「読
者
だ
よ
り
」
)。
始

め
に
以
下
の
よ
う
な
前
書
き
が

あ
る
。

(下
段

は

 
今

で
は
、
幼
年
学
校

以
外

の
少
年
兵
諸
学
校

の
入
学
試
験
科
目

は
、

国
語

と
算
数

に
な

つ
て
ゐ
ま
す
が
、
前

に
は
、
次

の
や
う
な
問
題
も
出

ま
し
た
。

工
夫
す

る
力

や
、
考

へ
る
力
を
や
し
な

ふ
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
も

い
よ

い
よ

大
切

で
す
。

よ
く
考

へ
て
ご
ら
ん
な
さ

い
。

 

 
こ
こ
で
は
、
七
間

が
出

さ
れ
て

い
る
。

(47
) 

前
注
参
照
。

(48
) 

末
尾

に

「若
桜
写
真
部
撮

影
」
と
あ
る
。
文

に
は
署
名
な
し
。

(49
) 

「
六
月
初

の

一
夜
、
東
京

の
成
城
中

学
校

に
学
ぶ
、
陸
軍

幼
年
学

校
志
望

の

 

 

一
二
年
生

の
諸
君

が
、
荒
木

貞
夫
閣
下
を

お
た
つ

ね
し
て
、
お
話
を
う

け
た
ま

 

 
は

つ
た
」

(本

文

前
書

よ

り
)
時

の
記

録
。
成
城

中

学
校

は

幼
年

・
予

科
士

 

官

・
陸
軍
経
理

・
海
軍
兵

の
各

学
校

に

「多
数

の
合
格
者

を
出
し
た
、

日
本

一

 

 
の
軍
人
中
学
校

で
あ
る
」

(同
)

と

い
う
。

(50
) 

「岐
阜
陸
軍
航
空
整
備
学
校
校
歌
」

を
譜
面

つ
き

で
紹
介
。
松

野

一
夫
画
。

(51
) 
手
紙

を
送

ろ
う
、
の
呼
び

か
け
。

(52
) 

実
話
小
説

と
い

っ
た
感

じ

の
も

の
。
小
松
崎
茂
画

。

(53
) 

二
本
。

(54
) 

読
者

か
ら
の
質

問
に
、
陸
軍
省
兵
備
課
が
答

え
る
問
答
形
式
。
見
開

き
三
段

 

 
組

の
上

二
段
。

(55
) 

見
開

き
三
段
組

の
下
段
。

(
56
) 

歴
史
小
説
。

山
口
将

吉
郎
画
。

(57
) 
本
文
署
名

は

「
若
桜

編
輯
局
」
。
見
開
き
三
段
組

の
上
二
段

。

(
58
) 
物
理

・
算
数

的
な
問
題
五
題
。
見
開

き
三
段
組

の
下
段
。

(
59
) 
本
文
標
題

は

「
飛
行
兵

に
な

る
道

は
こ
れ
だ
け
あ
る
」。

(60
) 

陸
軍
諸
学
校

案
内
。

(
61
)

絵

に
も
小
字

で

「陸
軍
特
幹
船
舶
兵
」

の
説
明
書
き
が
付

い
て
い
る
。

(62
) 

山
口
将

吉
郎
画
。
本
文
無
署
名
。

(63
) 
グ

ラ
フ
記
事
。
「
写
真

は
若
桜

写
真
部
撮

影
及
び
大

東
亜
写
真

協
会

提
供

の
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も

の
」

と
あ
り
。

(64
)

前
号

の
続
き
。
松
野

一
夫
挿
絵

。

(65
) 

本
文

に
は

「海
往
く
陸
軍

の
若
武
者

」

の
副
題
あ
り
。

四
三
頁

に
は
囲
み
記

 
 
事

「全
日
本

の
青
少
年
諸

君
に
告
ぐ
」

(陸
軍
特
別
幹

部
候
補
生

の
募
集
要
項
)

 
 
が

「若
桜
編
輯
局
」
名
義

で
載

っ
て

い
る
。

(66
) 

本
文

に
は

「敵
米
英
を

ふ
る
ひ
あ
が
ら
せ
た
ド
イ

ツ
の
流
星

爆
弾
」

の
前
書

 
 
き
あ

り
。
小
松

は

「大
日
本
航

空
技
師
」

(本

文
署

名
)。
北
宏

二
画
。

(67
) 

本
文
標
題

に
は
、

「参
謀
総
長
」

の
角
書

あ
り
。

(68
) 

(右
頁
中
途

よ
り
)
見
開

き
三
段
組

の
上

二
段
。

陸
軍
野
戦

砲
兵
学
校

の
生

 
 
徒

二
名

か
ら
そ

れ
ぞ
れ
恩
師

・
弟

へ
の
手
紙
。

(69
) 

同
前
、
下

一
段
。
遊
び

の
紹
介

・
パ
ズ

ル
。

(70
) 

「軍
事
専
門
家

の
叔
父
さ
ん
」
と

「太
郎
」

の
問
答

形
式

(『少
年
倶
楽

部
』

 
 
の
同
様

の
記
事
を
思

わ
せ
る
。

注
24
前

掲
論
文
参
照
)。

伊
藤
幾
久
造
画
。

(71
) 

昭
和
十
九
年
度
試
験
問
題

の
転

載
。

(72
) 

囲

み
記
事
。
三
段
組

の
上

二
段

分
。

(73
) 

表
紙
右
下

に
銘
打
た
れ

て
い
る
。

(74
) 

目
次

に
は

コ

」
頁

か
ら
と
あ

る
が
、
そ
れ
だ
と
数
が
合

わ
な
い
。
尚

、
現

 
 
物

の

一
頁
は
目
次

で
あ

る
。

(75
) 

ト
ッ
プ

の
顔

ぶ
れ

の
紹
介
。
う

ち
冒
頭

(五
頁
)
は

「小
磯
大
将

 
決
戦
内

 
 
閣

の
総
理
大
臣
と
な

る
」
。

(76
) 

本
文

に
は
局
長

・
岩
本
新
作

の
署
名
。

サ
イ
パ

ン
島
玉
砕

に
お
け
る
現
地
指

 
 
揮
官

の
最
後

の
言

(「皇
国

の
必
勝
を
確

信
し
、
莞
爾

と
し

て
悠
久

の
大
義

に

 
 
生
き
ん
と
す
る
将
兵

の
声
を
伝

ふ
」
)
を
紹
介

し
、

「全
日
本

の
青
少
年
諸

君
」

 
 
に
奮
起
を
促
す
と

い
う
内
容
。

(77
) 
本
文
標
題
に
は

「1

陸
軍
少
年
飛
行
兵
に
捧
ぐ
ー

」
の
副
題
。
梅
木
三

 
 
郎
作
詞
、
譜
面

つ
き

(上
原
げ

ん
と
作
曲
、
篠
原
正
雄
編
曲
)
。

(78
) 

ル
ポ

ル
タ
ー
ジ

ュ
な
が

ら
、

一
部
小
説
風

で
あ

る
。
北
宏

二
画
。

(79
) 

小
松
崎
茂

画
。

四

二
頁
～

四
四
頁

の
三
段
組
下
段

は
、
「
ア
メ
リ

カ
の
主
な

 
 
爆
撃
機
」
小
図
鑑
と
な

っ
て
い
る
。

(80
) 

本
文
標
題

で
は

「米
英

撃
滅

の
陣
頭

に
立

つ
新

総
理
大

臣
 
小
磯

国
昭

大

 
 
将
」。
松

野

一
夫
画

。
五
四
頁
欄
外

に

「満
洲

国
と
小
磯

首
相
」

(無

署
名

)
が

 
 
載
る
。

(81
) 

小
泉
紫
郎

「
新
兵
器

漫
画
 
鉄
道

建
設
用
戦

車
」。
欄
外

に
、
「
『
こ
ん
な
兵

 
 
器
が

で
き
た
ら
』

と
思
ふ
珍
案

奇
案

の
新

兵

器
漫
画

を
書

い

て
送

つ
て
下

さ

 
 
い
。 

 

宛
名

は
若
桜
編
輯

局
 
漫
画
係
」

と
い
う
読
者

へ
の
呼
び

か
け
が
あ

 
 
る

(太
字
強
調

は
原
文

)。

(82
) 

本
文
標
題

に
は

「
君
ら
の
道
は
開
け
た
」

と
の
前
書

き
が
あ

る
。

(83
) 

「少
年

整
備
兵

か
ら
故
郷

の
父

へ
」
「故
郷

の
姉

か
ら
弟

へ
」

の
二
本
。

(84
) 

頁
見
開

き
の
三
段
組

の
下
段
。
パ
ズ

ル

・
遊
び

の
紹
介
。

(85
) 

以
前
よ
り

の
連
載

企
画
、

こ
の
号

で
完
結
。

伊
藤
幾
久
蔵

画
。

(86
) 

低

い
姿
勢

か
ら
銃

を
構

え
る
少
年
兵

の
図
。

(87
) 

従
軍
将
兵

の
歌
集
。

(88
) 

写
真

(「
若
桜
写
真
部
撮
影
」
)
と
説
明
文

(無

署
名

)。

(89
) 

囲

み
記
事
。
大

日
本
雄
弁

会
講
談
社
と
帝

国
発
明
協
会
が
主

催

(共
催
)
し

 
 
た

「少
国

民
発
明

工
夫

展
覧
会

」

(そ

の
詳
細

は
、

五
島

「対

米
開
戦

前
夜

の

 
 

『少
年
倶

楽
部
』

と
読

者
た

ち
」

〔注

24
前

掲
〕
を
参
照

さ
れ
た

い
)
入
選
作

 
 
よ
り

の
紹
介
。

(90
) 

創
刊
～
今
号

ま
で
に
同
誌

に
載

っ
た
科
学
記
事

の
タ
イ
ト
ル
を
並

べ
、
そ
れ

 
 
ら
の
再
読

・
復
読
を
要
請

す
る
記
事
。
無
署
名
。

(91
)

生
徒

五
名

に
よ

る
三
本

の
手

記

(最
後

の
は
三
人
連
名

)。
最

終

(三
五
)

 
 
頁
下
段
三
分

の

一
に
は

「特

幹
生
志
願
者

へ
」

と
題

し
そ
の
受

験
者
心
得
が
載

 
 
っ
て

い
る
。

(92
) 

目
次

で
は

「
四
七
」

だ
が
、
実
際

に
は

四
六
頁

か
ら
四
七
頁

に
か
け

て
の
囲

 
 
み
。
本
文
標
題

は

「
(新
兵
器
漫
画

)
移
動
基
地
」。

(93
) 

小
説
風

ル
ポ

ル
タ
ー
ジ

ュ
。

(94
) 

本
文
標
題

に
は

「全

日
本

の
青
少
年
諸
君
」

と
前
書
あ
り
。

(95
) 

目
次

に
は

「
六
七
」
と
あ
る
が
、
本
文

は
六
六
頁
中
途

よ
り
。

(96
) 

本
文
標
題

は

「
(陸

軍
諸
学
校

の
生
徒

に
な
る

に
は
)
こ
れ
だ

け
の
体
が
必

 
 
要
」。

(97
) 
本
文
標
題
に
は

「
 

明
治
天
皇
御
製
謹
解
ー

」
の
副
題
。
山
口
将
吉
郎

 
 
画
。

(98
) 

口
絵

と
短
文
。
伊
藤

幾
久
造

・
小
松
崎
茂

・
北
宏
二
画
。
本

文
無
署
名
。
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(99
) 

本
文
標

題

に
は

「ー

ビ

ル

マ

・
イ

ン
ド
戦
線

よ
り
帰

り

て
ー

」

と
あ

 
 
る
。
岩
田
専
太
郎
画
。

(Dol
) 

第

二
次
陸
軍
特
別
幹
部
候
補
生
採
用
検
査
報
告
。

(101
) 

本
文
署
名

に
は

「大

日
本
飛
行
協
会
 
長
沢
義
男

」。
小
野
寺
秋
風
画
。

「陸

 
 
軍

の
少
年
飛
行
兵
学
校

で
や

つ
て
ゐ
る
競
技
」

の
紹
介
。

(201
) 

小
説
風

ル
ポ

ル
タ
ー
ジ

ュ
。
小
松
崎
茂
画
。

(301
) 

同
頁
囲

み
。
手
紙

二
本

の
転
載
。

(401
) 

見
開
き

三
段
組

の
下
段
。

パ
ズ

ル
及
び
遊
び

の
紹
介
。

(501
) 

本
文
署

名

に
は

「
日
本
放

送
協
会
」

の
肩
書
。
北

千
島

基
地
防

衛
軍

の
紹

 
 
介
。

(601
) 

陸
軍
戸
山
学
校
作
曲
。
作
詞
者
表
記

な
し
。

(701
) 

本
文
標
題

に
は

「諸
君

は
お
ぼ

え
ま
し
た
か
」

と
前
書

き
。

(801
) 

ル
ポ

ル
タ

ー
ジ

ュ
。
河
目
悌

二
画
。

(901
) 

改
題

(「
○
 
表
紙
」)
参
照
。

(Oll
) 

昭
和
十
六
年
十

二
月

八
日
附
、
太
平
洋
戦
争
開
戦

に
当

た

っ
て
出
さ
れ
た
詔

 
 
書

の
転
載
。

(m
) 

本
文
標
題

に
は

「
ー

十

二
月

八
日
を
迎

へ
て
ー

」
の
副
題
。

=
二
頁

に

 
 
は
、
「
戦
争

の
張
本

人
は
こ

の
男

だ
」

と
し
て
、

ル
ー
ズ

ベ

ル
ト

と
チ

ャ
ー
チ

 
 
ル
を
描

い
た
囲

み
記
事

が
あ

る
。

(211
) 
本
文
標

題
は

「体
当

り
既
に
覚
悟
烈

々
た
り
陸
軍
少
年

兵
志
願
者

」。

こ
の

 
 
年
十
月
三
十

日
に
行

わ
れ
た
と
い
う

「東
京
聯
隊

区
管

下
の
昭
和
二
十
年
度
陸

 
 
軍
少
年
兵
採

用
検
査
」

の
様

子
。

そ
の

一
こ
ま
と
し
て
、
志
願
者
が
検
査
官

を

 
 
前

に
、
平
然

と
命

を
捨

て
る
覚
悟

を
語
る
と
こ
ろ
が
前

項

(桜
井

「憤
激
新

な

 
 
り
」
)

の
最
終
節

「
若
き
人
々
よ
」

で
紹
介

さ
れ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド

と
共
通
し

て

 
 
い
る
。

(311
)

本
文
標

題
は

「必
殺

の
肉
薄
攻
撃

に
敵
戦
艦

「火

だ
る
ま
」
と

な
る
」。
作

 
 
者

の
卯
月

・
太
田
は

「東
京
新
聞
特

派
員
」。
椛
島
勝

一
画
。

(411
) 

投
稿

の
呼
び

か
け
。

(511
) 

軍
学
校
案
内
。

(611
) 

本
文
署
名

の

ル
ビ
に
は

「よ
し

へ
い
」
と
あ
る
。

(
711
) 

「偉
勲
燦

た
り
、
わ
が
戦
闘
機

(改
行
)
体
当

り
に
よ

つ
て
敵

大
型
航
空

母

 

 
艦

を
撃
沈
す
」
と
副
書

。

(811
) 

作
詞

・
作
曲
者
名
な
し
。

(911
) 

「捧
げ
銃
」
を

す
る
少
年
兵

の
絵

。

(021
) 

創
刊
号
掲

載

の
も

の
と
同
じ
。

こ
の
号

で
は
そ

れ

に
関

し

て

一
切

説
明

な

 

 
し
。

(121
) 

詩
画
集
。
山

口
将
吉
郎
画
。

(221
) 

写
真
と
簡
単
な
説
明
文
。
無
署
名
。

(321
) 

ル
ポ

ル
タ
ー
ジ

ュ
。
椛
島
勝

一
画
。

(421
) 

入
校
案
内
。

(521
) 

本
文
標
題

に
は

「諸
君

の
魂

に
沁

み
こ
ま
せ
よ
」
と
前

書
き
。
署
名

な
し
。

(621
) 

囲

み
記
事
。
本
文
署
名

は

「若
桜
編
輯

局
」。

(721
) 

歴
史
逸
話
。

(821
) 

本
文
標
題

に
は
、
「
ー

こ
の

一
篇

を
後

に
続

く
青

少
年

に
捧
ぐ

ー

」

と

 

 
副
書
。
梁
川
剛

一
画
。

(921
)

本
文
冒
頭

に
、
恐
ら
く
編
輯

に
よ
る
前
書

き
あ
り

(無

署
名
)
。
末
尾

に
は

 

 

「解
説
が
本
文

に
あ
り
」

の
注
記

(三
十

六
頁

か
ら

の

「菊
池

一
族

の
純

忠
」

 

 
を
指
す
)
。
山
口
将

吉
郎
画
。

(031
) 

本
文

に
は
、
「
陸
軍
野
戦
砲
兵

学
校
生
徒

隊
見
学
記

-
本
社

写
真
部
撮

影
」

 

 
と
あ

る
。
説
明
文

は
無
署
名
。

(131
) 

本
文
標
題

に
は

「比
島
決
戦

の
真
相

を
知
れ
」

の
前
書
き
。

(231
) 

囲

み
記
事
。
本
文
標
題

は
、

「比
島
決
戦
場

に
立

つ
山
下
奉

文
将
軍
」
。
写
真

 

 
と
文

(署
名
な

し
)

で
構
成
。

(331
) 

「陸
軍
特
別

攻
撃
隊
戦
果

表
」

(自

昭
和
十
九
年

十

一
月
七

日
 
至

昭
和

二

 

 
十
年

一
月
五
日
)

の
紹
介

が
主
。
無
署

名
。

(431
) 

問
答
形
式

で
、
陸
軍
飛
行
兵

に
な
る
進
路
を
説

い
た
も

の
。

(531
) 

随
想
。
松
野

一
夫
画
。

(631
) 

巻
頭
記
事

の
解
説
。
無
署
名
。

(731
) 

柴

田
勝
家

に
関
す

る

「
挿
話
。
伊
藤

幾
久
造
画
。

(831
) 

ル
ポ

ル
タ

ー
ジ

ュ
。
伊
藤
幾
久
造
画

。

(931
) 
本
文
標
題

は

「銃
後

生
活

の
極
意
は

こ
こ
に
 

こ
の
敢
闘

を
見
よ

ー

帰
還

 

 
部
隊
長

は
語

る
ー

」。

「記
者
」
前
書
き

に

「最
近

ニ
ュ
ー
ギ
ネ

ヤ
戦
線

か
ら
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帰
還
さ
れ
た
某
部
隊
長

の
話
」

と
あ

る
。

(401
)
 
六
十
九
頁

の
下

三
分

の
二
。
歌
詞

の
み
で
曲

は
な

し

(「情
報
局

が
選
定

し

 
 
た
も

の
」
と
解

説

に
あ
り
)
。

(M
) 

見
開
き
三
段
組

の
上

二
段
。

「神
鷲

に

つ
づ

か
ん
と
す

る
青
少

年
諸
君
」

に

 
 
戦
場

(士
官

学
校
)

へ
の
志

願
を

呼
び

か
け

る
も

の
。
末

尾

に

「若
桜

編
輯

 
 
局
」

の
署
名
。

(241
) 

入
学
案
内
。

(341
) 

機
関
銃
を
構
え
る
少
年
兵

の
図
。

(441
) 

本
文
標
題
は

「憤
激
極
点

に
達

す
」
。

(541
) 

本
文

に
は

「1

所
沢
陸
軍
航
空
整
備
学
校

見
学
ー

」
と
副
題
あ

り
。
若

 
 
桜
写
真
部
撮
影
、
小
松
崎
茂
画
、
文

は
無
署
名
。

(641
) 

上
部
に

口
絵
。

(741
) 

本
文
標
題

に
は

「1

昔
も
今

も
特
攻

隊
1

」
と
副
書
き
。

(841
) 

本
文
に
は

「ー

熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校

を
訪

ね
て
ー

」
と
副
題
。
飯

塚
鈴

 
 
児
画
。

(941
) 

兵
卒
短
歌
集
。
松
野

一
夫
画
。

(051
) 

歴
史
逸
話
。
伊
藤
幾
久
造
画
。

(151
) 

本
文
標
題
で
は

「陸
軍
名
将
物
語
」
。
伊
藤
幾
久
造
画
。

(251
) 

昭
和
二
十
年
度
採
用
者
決
定

と

「第

一
回
 
特
幹

壮
行
会
」

の
報
告
。
無
署

 
 
名
。

(351
)

本
文
標
題
は

「創
意
工
夫

は
勝
利

の
力

」。
発
明
品

二
、

三
の
実
例

を
挙
げ
、

 
 
そ

の
下
段

三
分

の

一
に

「
第
五
回
全

日
本
少

国
民

発
明

工
夫
製

作
品
募

集
要

 
 
項
」
が
載
る
。
尚
、
同
企
画

に
関

し
て
は
、
注
89
を
参
照
。

(451
) 

「
野
津

大
将

の
温
情
」
「
こ
の

一
戦

に
死
せ
よ
」

(そ
れ
ぞ

れ
、
西

南
戦
争

・

 
 
日
露
戦
争

に
纏
わ
る
逸
話
)
。

(551
) 

戦
争

に
関
す
る
小
記
事
。

(651
) 

本
文

に
は

「1

水
戸
陸
軍
航
空

通
信
学
校

見
学
ー

」

と
前
書

き
。

説
明

 
 
文
無
署
名
。

(751
) 

本
文
標
題
は

「戦
災
地

に
恭

き
行
幸

を
拝

し
て
」
と
副
題
。
署
名

「
若
桜
編

 
 
輯
局
」。

(851
) 
前
項
と
リ

ン
ク
す

る
も

の
。

(951
) 

「筑
紫

防
人

の
歌
」

「硫
黄

島
勇

士

の
歌

」

の
二
部

立
。
所

謂
無

名
兵

士

の

 

 
歌
。

(061
) 

本
文

に
は

「
皇
軍
独
自

の
戦
法
」

と
前

書
。
梁
川
剛

一
画
。

(161
) 
同

ペ
ー
ジ
囲
み
。
詞

と
曲

の
紹
介
。

(261
) 

見
開
き
三
段

組

の
上

二
段
。
本
文

に
は
、
「
ル
ソ

ン
基
地

に
て
 

 
吉

村
報

 

 
道

班
員
」
と
あ
り
。

(361
) 
頁

下
段
三
分

の

一
。

ミ

ニ
図
鑑
。

(
461
) 

案
内

。

(
561
) 

同
頁
余

白
。
本
文
標
題

は

「戦
闘

間
に
お
け
る
兵

の
心
得
」
。

「歩
兵
操
典
」

 

 
よ
り
の
抜
粋
。

(661
)

本

文
標
題
は

「陸

軍

へ
の
道
」
。
昭
和

二
十

一
年
度

陸
軍
幼

年
学
校
生

徒
召

 

 
募
要

項
。

(761
) 

訓
話

。
四
十

四
頁

に
は
囲

み
で
、
「特

攻
隊

勇
士

の
遺
芳

 
お
母

さ
ん
が
ま

 

 
ん
し
て
下
さ

い
」

(七
生
皇
楯
第

二
飛
行
隊
 

陸
軍
軍
曹
 
村
中
公

一
の
遺
書

)

 

 
が
載

る
。

(861
)

逸

話
二
題

(「血
染

の
電
鍵
」
「少
年

の
切
腹
」
)。
無
署
名
。

(961
) 

本

文
標
題
で
は

「特
攻
体
当

り
の
先
駆
」
と
前
書
き
。
山
川

惣
治
画
。

(071
)

頁

余
白
。
同
じ
く
大
日
本
雄
弁
会

講
談
社
発
行

の
雑
誌

『少

年
倶
楽
部
』

の

 

 
定

番

コ
ー
ナ
ー

「ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
」

に
相
当
す
る

マ
メ
知
識
。

(171
) 

同
頁
囲
み
。

ミ

ニ
図
鑑
。

(271
) 

本
文
標
題

は

「
特
幹
生

や
少
年

兵

に
な

る

に
は
 

こ
れ
だ

け

の
体
が

必
要

 

 
だ
」。

(371
) 

若
桜
編
輯
局

か
ら
読
者

へ
。

「少
年
兵

や
特
幹
生

に
志
願

し
よ
う

と
す

る
諸

 

 
君
の
時
局

に
つ
い
て
の
感
想
、
烈

々
た
る
決
意
な

ど
は
が

き
に
書

い
て
送

つ
て

 

 
く
れ
給

へ
。」

(471
) 

本
文
標

題

に
は

「1

『若

桜
』
創
刊

一
周

年

に
当

り

て
ー

」
と

副
書

 

 
き
。

(571
) 

吉
田
松
陰

・
佐
久
良
東
雄

・
伴
林

光
平
、
各

一
首
。

(671
) 

全
五

ヵ
条
、
以
下

に
そ
の
前
書

き

(無
署
名
)

を
引

用
す
る
。

 

 
 
 
仇
敵
撃
滅

の
神
機

を
は
ら
む
皇

土
決
戦
を
前

に
し
て
、
阿
南
陸
軍
大
臣

は

 

 
 
 

「決
戦
訓
」
を
制
定

し
全

軍

に
布
告
し
た
。

こ
れ
は
皇

軍

の
み
な
ら
ず
、
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全
国
民
が
体
す

べ
き
で
あ

る
。
こ
と

に
皇
軍

の
後

に
つ
づ

か
ん
と
す

る
諸

 
 

 

君
は
日
夜

こ
れ
を
講

し
、
震

襟
を
安
ん
じ
奉
ら
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。

(771
) 

頼
山
陽

「蒙
古
来
」

に
山

口
将

吉
郎
が
画
を
添
え
た
も

の
。

(871
) 

本
文
標
題

に
は

「
11

「蒙
古
来

」
の
意
味

11
」
と
副
題
。
無
署
名
。

(971
) 

本
文
標
題

に
は

「会
津

だ
ま
し
ひ
」
と
角
書
。
読
切
歴
史
小
説
。
斎
藤

五
百

 

枝
画
。

(081
) 

三
段
組

の
下
段
。
無
署
名
。

(181
)

本
文

標
題

は

「
戦

は
ざ

る
者

に
～
」
。
「苦

難
を
踏

み
越

え

た
人
々
」
と
副

 

題
。

(281
) 

本
文

に
は

「1

陸
軍
特
別
攻

撃
隊
勇
士

に
よ
る
ー

」

と
副
題
。
愼
戸
浩

 
 
画
。

(381
) 

本
文
末
尾

に

「
(七
月
号

に
つ
づ
く
)
」
と
あ
る
。

(481
) 

本
文
標
題

に
は

「
11
こ
の
気
晩

を
各
自

の
胸

に
刻

み
つ
け
よ
11
」

と
副
書
。

(581
) 

三
段
組

の
下
段
。
無
署
名
。

(681
) 

諸
学
校
案
内
。

(……) 

本
文
標

題
は

「軍
事

科
学
 
電
波
暗

視
器
」。

署
名
は

「逓
信

院
技
師

 
谷

 
 
村
功
」
。

(881
) 

図
説
紹
介
。

(981
) 

本
文

に
は

「
11
鉄
道
兵
特
幹
生

の
生
活

1ー
」

と
副
題
。
山
川
惣
治
画
。

(091
) 

本
文

に
は

「
ー

老
幼
男

女
来

る

べ
き
日

に
備

へ
よ
ー

」

と
副
書

き
。

(191
) 
今
号

に
て
連
載
完
結
。

一111一

 

※
 

字
体
は
通
行

の
も
の
に
改
め
た
。


